
街頭キヤンペーンの実施について

1 日時
平成 20年 11月 29日 (土)12:00～ 15:00(予定)

2.場所
渋谷駅 ハチ公前周辺

3 参加団体 (予定 )
厚生労働省、東京都、渋谷区、港区、 (財)エイズ予防財団、民間企
業、NGO、 学生ボランティア等

4.参加者数
40名程度

5.実施内容
(財)エイズ予防財団作成のパンフレット、コンドーム、保健所によ
る HIV検査案内等をセットにして配布
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HIV(エイズ)無料検査の実施について

1 日時
平成 20年 11月 30日 (日 ) 10:00～ 18:00(予定)
※検査は事前予約制とし、先着 45名 までとする。

2 場所
水道橋三崎町クリニック

〔緊可具昴事∬野訂鷲軍躍碁:~』営奎醤幅某檀鳥獣Ai出口徒歩3分 〕

3 検査主体
(財)エイズ予防財団

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします )

「
Ｊ
叩
おを約予

∞
ｍ
漣

日

１７

に

４

一一

７

月
綱
１８‐

‐‐

‐０

５９
．
２

蝸

嘲

０３
．
５

　

ｏ

５

22



インターネット等による啓発及び情報提供について

エイズ予防情報ネット

(財)エイズ予防財団のエイズ予防情報ネット(API NET)に おいて、

通常の予防啓発に関する情報に加えて、世界エイズデー前後の期間に全

国の自治体で実施されるイベントやHIV検査日本目談の実施体制等につ
いて情報提供を行う。

Yahool」APANによる啓発

① Yahoo!」 APANの独自企画と

ンペーン 2008」 と連携し、

様をオンデマンド配信する。

② Yahool」 APANのサイト上に

して実施している「レッドリボンキャ

「RED RIBBON LIVE 2008」 (別項)の模

ル」を開設し、著名人のエイ

メン ト等を掲載する。

レッドリボンオフィシヤルチャンネ

ズ啓発に関するメッセージ映像やコ

(Yahool」 APANの概要 )

会社名 ヤフー株式会社      `
市場名 東証 1部、JASDAO 銘柄コー ド :4689
本社 東京都港区 設立年月日 :1996年 1月 31日
代表取締役 井上雅博
lヶ月あたり約 5,293万人のユニークカスタマー数※と、¬日 19億 2000万 ペー

ジビューのアクセスを誇るインターネットの総合情報サイ トで、検索、コンテンツ、

コミュニティーコマース、モバイルなど多くのサービスを提供しています。

(※ )2008年 8月 のNielsen Online「 NetView AMS JP」 における家庭からの視聴率 885%、
職場からの視聴率 902%と いうデータをもとに、家庭、または職場からのインターネットユ
ーザーを約5,975万人 (Nlelsen Online「 インターネット基礎調査」より)と して Yahool JAPAN
のユニークカスタマー数を算出。
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0諦鼈 Press Release

圃

平成21年 11月 4日
照会先

健康局疾病対策課 木村・円谷・′]ヽ澤

(電話)03(5253)1111[内 2358]
財団法人エイズ予防財団 沢崎・堀内・り‖島

(電記D 03(5259)1811

世界エイズデーについて

1 世界エイズデーとは
WHO(世 界保健機関)は、1988年 に世界的レベルでのエイズま
ん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を図ることを目的と

して、 12月 1日 を “World AIDS Day"(世界エイズデー)と定め、エイ
ズに関する啓発活動等の実施を提唱した。我が国としても、その趣旨に

賛同し、毎年 12月 1日 を中心にエイズに関する正しい知識等について
の啓発活動を推進しており、全国各地で様々な「世界エイズデー」イベ

ントが実施されている。

2 今年度の世界エイズデーキャンペーンテーマについて
(1)テーマ

Living Together ～いま、何をすれば良いのか聴かせて ?～

(2)選定の趣旨

様々なセクシヤリティ (性行動の対象の選択や性に関連する行動・傾

向)の人々や、HIV陽性の人々、陰性の人々が一緒に生きている現実を
ありのままに受け止め、エイズのまん延防止や差別 口偏見の解消のため

に、ひとりひとりに何ができるかを国民全体で考えていく。

3 実施主体及び実施方法
(1)厚生労働省
(財 )エイズ予防財団、エイズ関連NGO等の関係団体及び民間企業、
報道機関等の協力を得て、全国的な啓発活動の推進を図る:

(2)都道府県、保健所を設置する市及び特別区

関係機関及び関係団体等との連携を密にし、それぞれの地域の実情に

応じた広報計画、実施計画に基づき、エイズに関する正しい知識の啓発

活動を展開する。
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3 厚生労働省が実施する主な事業

【東京でのイベント等】

(1)RED RIBBON LIV[2009〔 11月 28日 (土 )17:30～ 21:00予定〕
SHIBUYA―AXにおいて、青木英李 (Popteenモ デル)、 押尾コータロ

ー、加藤鷹、玄秀盛 (NPO法人日本ソーシャル ロマイノリティ協会
新宿救護センター所長)、 小松成美 (作家)、 佐伯日菜子 (女優)、 鈴

木奈々 (Popteenモデル)、 孫li(Popteenモデル)、 椿姫彩菜 (コメン
テーターロモデル )、 丁KO、 TERU(GLAY)(ト ークゲス ト)、

村尾信尚 (NEWS ZEROメ ーンキャスター)な どによる無料招待のラ
イブ&トークを行い、若者を中心とした世代に予防啓発のメッセージ
を発信する。

(2)街頭キヤンペーン 〔11月 28
渋谷駅周辺において、NGO、
啓発グッズを配布する。

日 (上)13:00～ 15:00予定〕
ボランティアと協力してエイズ予防

(3)HIV(エ イズ)無料検査 〔11月 28日 (土 )11:00～ 17:30予定〕
シブヤ・ネクサスにおいて、NGOと 協力してHIV無 料検査を実
施する。

【大阪でのイベント等】

(1 ) RED RIBBON LIVE 2009 in OSAKA

〔11月 23日 (月 )14:00～ 17:00予 定〕
アメリカ村三角公園―御津公園において、大塚由美、カリヤ、 sa
farii、 BRIGH丁 、PENGIN、 松下優也、RYTHEM
などによる入場無料のライブ&トークを行い、若者を中心とした世代
に予防啓発のメッセージを発信する。

(2)街頭キヤンペーン 〔11月 23日 (月 )13:00～ 17:30予定〕
アメリカ村三角公園―御津公園周辺において、 NGO、 ボランティ
ア、民間企業と協力してエイズ予防啓発グッズを配布する。

(3)HI∨ (エイズ)無料検査 〔11月 29日 (日 )13:00～ 19:00予定〕
chotCASTな んばにおいて、NGOと 協力 して、通常より規
模を拡大の上、 HIV無 料検査を実施する。
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【その他の取組】

(1)エイズ啓発ポスターの配布
青少年層に対して、HIV/エイズについて関心をもってもらい、
また考えるきかつけにするため、小学生、中学生、高校生、一般の部

門ごとに最優秀賞、優秀賞等を選出し、(財)エイズ予防財団におい

て表彰式を行うとともに、RED RIBBON LIVE 2009会 場内において作

品を掲示する。            ・

また、ポスターコンクール最優秀賞の中から決定した普及啓発ポス

ターを、官公庁、地方公共団体、エイズ治療拠点病院、映画館等に掲

示する。

(2)イ ンターネットによる啓発及び情報提供
①  Yahool」 APANの独自企画「レッドリボン特集 2009」 と連携して、

啓発活動をインターネット上で展開。RED RIBBON LIVE 2009の 動

画は、後日Yahoo!」 APANや GyaO!な どで配信

②  平成 21年 4月 に開設した「レッドリボンライブ」オフィシャル
サイト (http://redribbOnlive.jp/)に おいて、今回実施するイベ

ント情報を含め、エイズ予防啓発に係る情報等を配信

③  (財)エイズ予防財団のホームページ (エイズ予防情報ネット)
において、世界エイズデー前後に全国の自治体で実施されるイベン

トの紹介及び検査相談体制の案内を掲載

④ 各界で活躍する著名人たちがHIV陽性者等の手記を朗読する
模様をつづつたウェブサイト「Living Together～ Think about

AIDS」 (btt           )を 新たに開設

(3)交通広告等の活用による啓発
京浜急行と連携し、電車内又は駅構内での広告やラッピング電車な

ど、交通広告等を活用した啓発活動を展開する。
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RED RIBBON LIVE 2009の 実施について

主催
厚生労働省

総合プロデュースロ司会

山本シュウ

出演者

青木英李 (Popteenモデル)、 押尾コータロー、加藤鷹、玄秀盛 (NP
O法人日本ソーシャルロマイノリティ協会新宿救護センター所長)、 小松

成美 (作家)、イ左伯日菜子(女優)、鈴木奈々(Popteenモ デル)、孫ni(POpteen

モデル)、 椿姫彩菜 (コ メンテーター・モデル)、 丁KO、 TERU(G
LAY)(トークゲスト)、 村尾信尚 (NEWS ZEROメ ーンキャスター)な
どの賛同者が多数参加 (50音順)

4 実施内容
ラジオ D」 山本シ三ゥの叫びに賛同したアーティスト、エンターテイナ

ーたちがSHIBUYA AXに集結。トークとライブで強烈なメッセージを発信。

(1)山本シュウ司会による丁Vタ レント、ニュースキャスター、ミュー
ジシヤン、エイズ医療に関する専門家などによるトーク   |
(2)参加アーティストによるライブ
(3)イ ベントの模様は後日、「レッドリボンライブ」オフィシャルサイ
ト (http://redrlbbonlive.jp/)、 Yahool」APANや GyaO!な どにおい

て動画配信 (予定)

5 開催日時
平成 21年 11月 28日 (土 ) 開場 16:30 開演 17:30～ 21:00(予定)

6 開催場所
SHIBUY卜AX(東京都渋谷区神南 2-1-1)

参加費
無料 (抽選による招待制)

参加方法        :
募集期間  11月 5日 (木)12:00～ 11月 19日 (木)12:00

抽選で500名を招待

告知サイト 「レツドリボンライブ」オフィシヤルサイト
http://redribbOnlive.jp/
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RED RIBBON LIVE 2009 in OSAKAの 実施について

1 主催
厚生労働省

2 総合プロデュース・司会
山本シュウ

3 出演者
大塚由美、カリヤ、safarii、 BRIGHT、 PENGIN、
松下優也、RYTHEMな どの賛同者が多数参加  (50音順)

4 実施内容
ラジオDJ山本シュウの叫びに賛同したアーティス トたちがアメリカ
村三角公園に集結。トークとライブで強力にメッセージを発信し、大阪の

若者たちに訴えかけていきます。

(1)山本シュウ司会によるミュージシャン、エイズ医療に関する専門
家などによるトーク

(2)参加アーティストによるライブ

5 開催日時
平成 21年 11月 23日 (月 ) 開演 14:00～ 17:00(予定)

6 開催場所
アメリカ村三角公園―御津公園・

(大阪府大阪市中央区西心斎橋 2-11-34)

7 参加費
無料  ―
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街頭キヤンペーンの実施について

【東 京】

1 日時
平成 21年 11月 28日 (土)13:00～ 15:00(予定)

2 場所
渋谷駅 ハチ公前周辺

3 参加団体
厚生労働省、東京都、渋谷区、(財)エイズ予防財団、民間企業、NG
O、 学生ボランテイア等

4 参加者数
40名程度

5 実施内容
(財)エイズ予防財団作成のノくンフレット、コンドーム等をセットにし
て酉己布

【大 阪】

1 日時
平成 21年 11月 23日 (月 )13100～ 17:30(予定)

2 場所
アメリカ村三角公園―御津公園周辺

3 参加団体
厚生労働省、(財)エイズ予防財団、エフエム大阪、アメムラプレス、(株 )

ジェクス、NGO、 学生ボランティア等

4 参加者数
30名程度

5 実施内容
(財)エイズ予防財団作成のパンフレット、コンドーム等をセットにし
て配布
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HIV(エ イズ)無料検査の実施について

【東 京】
1 日時
平成 21年 11月 28日 (土)11:00～ 17:30(受付は 11:00～ 14:00)

(予定)

※検査は事前予約制とし、先着 100名 までとする。

2 場所
シブヤ ロネクサス

〔:需翼馨ま貸軍環畜堤易

~募 梅原
デ
ル

〕

3 検査主体
(財)エイズ予防財団、HIVと人権・情報センター、渋谷区保健所

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします)

5 予約方法
事前予約制

【大 阪】
1 日時
平成 21年 11月 29日 (日 )13:00～ 19:00(受付は 13:00～ 16:00)

(予定)

※検査は先着順 100名 までとする (整理券を12:30よ り配布)。

2 場所
chOtCASTな んば        、

鼎 躊 墓曇馨兄議獣憲轟 」 γ 鶴 藻 ;噂 〕

3 検査主体  ,
(財)エイズ予防財団、HIVと 人権・情報センター

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします)
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インターネット等による啓発及び情報提供について

l Yahoo!」APANによる啓発
Yahool」APANの独自企画として実施している「レッドリボン特集 2009」

と連携 し、Yahool」APAN内特設ページ等において、エイズ予防に関する

啓発活動を展開する。RED RIBBON LIVE 2009は 、後日 Yahool」 APANや

GyaOIな どにて配信予定

(Yahoo!」 APANの概要)

会社名 ヤフー株式会社
市場名 東証1部、」ASDAQ 銘柄コード:4689
本社 東京都港区 設立年月日:1996年 1月 31日
代表取締役 井上雅博
lヶ月あたり約5,085万人のユニークカスタマー数※と、1日 20億 3000万ページビ

ューのアクセスを誇るインターネットの総合情報サイトで、検索、コンテンツ、コミュ
ニティー、コマース、モバイルなど多くのサービスを提供しています。

(※ )Nielsen Online「 NetView」 、2009年 9月 、家庭もしくは職場からのアクセスによる。

2 「レッドリボンライブ」オフィシヤルサイトによる啓発
平成 21年 4月 に開設した「レッドリボンライブ」オフィシャルサイト

において、次のような情報発信を行う。

①「RED RIBBON LIVE 2009」 ほかレッドリボンライブに関する案内

②「RED RIBBON LIVE 2009」 の模様のオンデマンド配信 (予定)

③著名人のエイズ啓発に関するメッセージやコメント等の掲載

④その他HIV/エ イズの予防啓発に関する情報の掲載

3 エイズ予防情報ネット
(財)エイズ予防財団のエイズ予防1青報ネットにおいて、通常の予防
啓発に関する情報に加えて、世界エイズデー前後の期間に全国の自治体

で実施されるイベントやHI∨検査・相談の実施体制等について情報提
供を行う。

4 「Living Together～ 丁hink about AIDS」 の開設
各界で活躍する著名人たちが、HIV陽性者とその家族・恋人たちに
よる手記を朗読する模様をつづつたウェブサイト「Living Together～

Think about AIDS」 (http:/1ヽ.thinkaboutaids.」 p)を新たに開設し、
ゲストたちの生の声に耳を傾けながら、HI∨ /エイズについて考える
機会を提供する。

｀
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交通広告等の活用による啓発について

京浜急行と連携し、交通広告等を活用した啓発活動を次のとおり行う。

1 京浜急行線 (8車両 1編成)のイベント列車としての運行
期間 :11月 29日 (日 )～ 12月 13日 (日 )
・車体ラッピング ,

日車内での啓発ポスターの掲示

2 京浜急行線全車両・全駅での交通広告
期間 :11月 30日 (月 )～ 12月 13日 (日 )(予定)
・京浜急行線全車両での啓発ポスターの中吊り

・京浜急行線各駅での啓発ポスターの掲示

・京浜急行線羽田空港駅内での啓発ポスターの集中的な掲示

(11/30～ 12/7予定)

3 京浜急行関連施設での啓発ポスターの掲示と冊子の設置 (予定)
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AC(公共広告機構)による普及啓発

※ 社団法人ACジャパン (公共広告機構 (AC)から
平成 21年 7月 1日 に改称)ホームページより

0平成 20(2008)年度
検査に行 くということ

・テーマ「エイズ検査の促進」、支援団体 :〈財)エイズ予防財団

・広告会社 :(株)アサツー ディ・ケイ、掲載メディア :テ レビ/ラジオ/新聞/雑誌

2007年度キヤンペーンで好評を博したGLAYの TERUさ ん出演の第二弾。実際にエイズ検査

を受ける TERUさんの姿が、検査人数の増加につながりました。より踏み込んだメッセージ

で、エイズ検査のさらなる促進を呼びかけます。

0平成 19(2007)年度
T E ttU登場
・テーマ「エイズ検査の促進」、支援団体 :エイズ予防財団

・広告会社 :(株)アサツー デイ・ケイ、制作会社 :(株)ピクチヤーズ、掲載メディア :テ レビ/ラ ジオ/

新聞/雑誌/ポスター

エイズについての理解が深く、世界のエイズデーなどにも積極的に参加している GLAYの

TERUさんが出演。本人力t検査に訪れた際のシーンを紹介しながら、「エイズは早期発見で

発症を抑えられます」と検査を呼びかけます。

0平成 18(2006)年度
うしくんの主ィズ検査体験レポー ト

・テーマ「エイズ検査の促進」、支援団体 :財団法人エイズ予防財団、

・企画・制作 :電通、掲載メデ才ァ :テレビ/ラ ジオ/新聞/雑誌/ポスター

若者のエイズヘの関心は薄く、なかなか自分ごとと捉えられていません。また検査に足を

運ぶのも重荷に感じています。デリケートな問題ですが、エイズ検査へのそんな抵抗感の

中身を調べてみると、そこには意外と知られていないニュースがありました。それは、全

国の保健所で匿名・無料で検査できるという情報です。そのニュースを、親しみを込めて

伝え、足を運んでもらおうと考えたときうしくんを起用したアイディアが生まれました。

0平成 17(2005)年度
見えない連鎖          '
・テーマ「エイズ検査の促進」、支援団体 :エイズ予防財団

・企画・制作 :大広大阪本社、掲載メディア :テ レビ/ラ ジオ/新聞/雑誌/ポスター

近年、エイズ問題はあまり話題に上らないのですが、現実には、HIVは着実に広力iり続けて

います。世界では過去 20数年間に 6.500万人以上が感染し、 日本国内でも毎年 1,0∞ 人
近くの新たな感染者とエイズ患者が増えているそうです。と言われてまだ、自分は関係な

いと思つている人に。自分や彼女から先の、過去の人間関係へと遡つてみると…エイズが

俄に自分自身の問題に見えてくる:・・エイズヘの再認識を促します。
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第 6回エイズに関する関係省庁間連絡会議

議 事 次 第

日時 :平 成 21年 4月 27日

14:00～ 15:00

場所 :厚生労働省共用第 7会 議室

1.開 会

2.議 事

(1)「エイズに関する関係省庁間連絡会議設置要綱」の改正について

(2)厚生労働省健康局疾病対策課におけるエイズ対策について

(3)各省庁におけるエイズ対策の取組状況について

(4)「HIV/AIDSの対策に関する東南アジア行政官会議」について

3.開 会

<配布資料>

資料 1 エイズに関する関係省庁間連絡会議設置要綱 改正案
資料2 エイズに関する関係省庁間連絡会議設置要綱 新旧対照表
資料3 エイズ対策について

資料4 各省庁におけるエイズ施策の取組について

資料 5 HIV/AIDSの対策に関する東南アジア行政官会議について

参考資料 1 後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針

34



第 6回エイズに関する関係省庁間連絡会議座席図

平 成 21年 4月 27日 (月 )

1 4 : 0 0 開  会
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第6回エイズに関する関係省庁間連絡会議出席者名簿

<構成員等>
所 属 職 名 氏 名 構成 出席

法務省 人権擁護局 人権啓発課 課 長 浅 井 琢児 構成員 ○

外務省

国際協力局 専門機関課 課長 早川 修 構成員

国際協力局 専門機関課 課長補佐 小林 敏 明 代理 ○

研究振興局 研究振興戦略官 倉崎 高明 構成員

文部科学省 研究振興局 研究振興戦略官付
先端医科学研
究企画官

永田 充生 代理 ○

スポーツ・青少年局 学校健康教育課 課 長 松川
一
Ｔ壼
思 構成員 ○

健康局 疾病対策課 課 長 岩 崎 康孝 構成員 ○

健康局 疾病対策課 課長補佐 木村 幸司 事務局 ○

康局 疾病対策課 主査 喜 多 洋輔 事務局 ○

健康局 結核感染症課 課 長 梅田 珠実 構成員 ○

医薬食品局 総務課
医薬品副作用被害対策室

室 長 梶尾 雅宏 構成員

厚生労働省
医薬食品局 総務課
医薬品副作用被害対策室

室長補佐 岡村 盲 ― 代理 ○

医薬食品局 監視指導・麻薬対策課 課長 熊本 宣晴 構成員

医薬食品局 監視指導・麻薬対策課 課長補佐 安田 尚之 代理 ○

労働基準局 安全衛生部 労働衛生課 課 長 鈴木 幸雄 構成員 ○

職業安定局 高齢・障害者雇用対策部

障害者雇用対策課
課長 吉永 和生 構成員

職業安定局 高齢・障害者雇用対策部
障害者雇用対策課

地域就労支援
室長

藤井 ネL― 代理 ○

<オブザーバー>
所 属 職 名 氏 名 構成 出 席

法務省 矯正局 成人矯正課
処遇第 2・ 3係
補佐官

前澤 幸喜 ○

東京大学医科学研究所 教 授 岩本 愛吉 ○
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エイズに関する関係省庁間連絡会議設置要綱

・
平成 12年 12月 11日設置
平成 18年 2月 13日 改正
平成 18年 6月 12日 改正
平成 21年 4月 27日 改正

1 目 的
我が国のエイズ患者、HIV感 染者の発生が、依然として地域的にも年齢的にも
広がりを見せている状況に鑑み、関係省庁間の協議の場を設定することで、よリー

層総合的かつ効果的なエイズ対策を推進することを目的とする。

2 根 拠
後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針 (平成 18年 3月 2日 告示第
89号)第 8(施策の評価及び関係機関との新たな連携)の 1(施策の評価)に基
づく。

3 協議事項
(1)国際的な連携に関すること
(2)人権の尊重に関すること
3)普及啓発及び教育に関すること
4)研究の情報交換に関すること
5)性感染症対策等関連施策との連携に関すること
(6)その他、省庁間における連携が必要な事項に関すること

4 連絡会議構成員
連絡会議の構成は、次のとおりとする。
・法務省人権擁護局人権啓発課長
・外務省国際協力局専門機関課長
・文部科学省研究振興局研究振興戦略官
・文部科学省スポーツ 。青少年局学校健康教育課長
・厚生労働省健康局疾病対策課長
・厚生労働省健康局結核感染症課長
・厚生労働省医薬食品局総務課医薬品副作用被害対策室長
・厚生労働省医薬食品局監視指導 。麻薬対策課長
・厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課長
・厚生労働省職業安定局高齢 。障害者雇用対策部障害者雇用対策課長

上記構成員の他、協議の内容に応じて各構成員は、関係者の出席を求めることが

できる。

5 連絡会議議長
議長の職は、厚生労働省健康局疾病対策課長とする。

6 連絡会議の開催
会議は年 1回を基本とする。ただし、緊急その他の必要が生じた場合、各構成員
は、会議の開催を議長に要請することができる。議長は、この要請を受けたとき又
は自らが必要と認めるときは、会議を開催するものとする。

7 その他
会議の開催その他の庶務は、厚生労働省健康局疾病対策課において処理する。
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第3回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会

平成 20年 4月 22日 (火)14:00～ 17:00

都 道 府 県会館  101大 会 議 室

次    第

1 あいさつ
厚生労働省健康局疾病対策課長 梅田珠実

2 地方公共団体に対するモニタリングの現状と効果
厚生労働省健康局疾病対策課課長補佐 山之内芳雄

3 研究の視点からのモニタリングについて
(1)「エイズ施策評価のための指標の検討」

京都大学大学院医学研究科教授 木原正博氏
ン (2)「検査体制の充実」

神奈川県衛生研究所長 今井光信氏
4 「相談体制の充実」に向けた取り組み

特定非営利活動法人ぷれいす東京 代表 池上千寿子氏
5 地方公共団体の施策紹介

さいたま市保健福祉局保健所地域保健課感染症予防係主査 苗村直美氏
名古屋市健康福祉局健康部主幹 (医務指導)氏 平高敏氏

大阪府健康福祉部保健医療室地域保健感染症課課長補佐 河井茂美氏

6 平成 20年度HIV検査普及週間について
厚生労働省健康局疾病対策課課長補佐 三好英文

配布資料

資料 1    地方公共団体に対するモニタリングの現状と効果
資料 2    HIV流 行の国際的文脈と日本のエイズ施策分析の試み
資料 3    HIV検 査体制の充実
資料 4    日本のエイズ現状と課題 抗体検査と相談体制
資料 5-1  さいたま市検査相談体制について 新規事業への取組
資料 5-2  NLGR同 性愛者向けエイズ啓発イベント及び無料HIV検査会に

ついて

資料 5-3  「c hotiCASTな んば」の開設について
資料 6-1  平成 20年度HIV検 査普及週間について
資料 6-2  平成 20年度HIV検査普及週間の活動計画
資料 6-3  平成 20年度のHIV検 査相談体制及びHIV検 査普及週間の取り

組みについて (重′点都道府県等)

資料 6-4  平成 20年度「HIV検査普及週間」実施要綱
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第3回重点都道府果等エイズ対策担当課長連絡協議会実施内容及びタイムスケリュール

時刻 予定時間 実施内容 講師等 (敬称略 ) 実施場所

14:00

開会挨拶
厚生労働省健康局疾病対策課長

梅田 珠実

都道府県会館 101

大会議室

(東京都千代田区

平河町 2-6-
3)

(20) 地方公共団体に対するモニタリングの現状と効果
厚生労働省健康局疾病対策課
課長補佐 山之内芳雄

研究の視点からのモニタリングについて

(30) エイズ施策評価のための指標の検討
京都大学大学院医学研究科
教授 木原正博

14:55
検査体制の充実

神奈川県衛生研究所
所長 今井光信

:5:25
休憩

15:40
「相談体制の充実」に向けた取り組み

特定非営利活動法人ぷれいす東京
代表 池上千寿子

16:00
地方公共団体の施策紹介

(10 さいたま市
保健福祉局保健所地域保健課
感染症予防係主査 苗村直美

(10 名古屋市
健康福祉局健康部
主幹 (医務指導)氏平高敏

16:20

(10 大阪府
健康福祉部保健医療室地域保健感染
症課課長補佐 河井茂美

16:30
平成20年度HI∨検査普及週間について

厚生労働省健康局疾病対策課
課長補佐 三好英文

16:45

閉 会

移動 都道府県会館 → コミュニティセンターakta
コミュニティ
センターakta

(東京都新宿区

新宿2-15-13

第2中江ビル301)

18:00
現場見学及び講演

RainbOw Ring張 由紀夫
名古屋市立大学教授 市川誠―

19:00
akta視察終了

aktaでの現場案内及び概要説明

(1)akta内 の案内

(2)概要説明
・新宿二丁目におけるゲイ・コミュニティの現状
・aktaの取り組みと成果
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第4回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会

平成 21年 10月 30日 (金)13:30～ 16:30

全 国 町 村 会 館  ホ ー ル

次     第

1 あいさつ
厚生労働省健康局疾病対策課長 難波吉雄

2 エイズ対策の概要
厚生尭務省健康局疾病対策課課長補佐

3 男性同性間のHIV感染予防対策                 
渡辺顕一郎

名古屋市立大学教授

4 HIV検 査体制の充実
市り|1誠一氏

慶應義塾大学専任講師

5 エイズ予防財団の取組
加藤真吾氏

財団法人エイズ予防財団事務局次長 中村正氏
財団法人エイズ予防財団総務部総務課主任 柏崎正雄氏

6 地方公共団体の施策紹介 (横浜市)
横浜市健康福祉局健康安全課長 修理淳氏

7 平成 21年度世界エイズデーにういて
厚生労働省健康局疾病対策課課長補佐 木村幸司

配 布 資 料

資料 1    エイズ対策の概要
資料 2    男性同性間のHIV感染予防対策
資料 3    HIV検 査体制の充実
資料 4    エイズ予防財団の取組
資料 5    横浜市のHIV検査について
資料 6-1  平成 21年度世界エイズデーについて
資料 6-2  平成 21年度世界エイズデーにおける取組等について (重点都道府県

等)

資料 6-3  平成 21年度 「世界エイズデー」実施要綱
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第4回重点都道府県等ニイズ対策担当課長連絡協議会実施内容及びタイムスケシュール

時刻 予定時間 実施内容 講師等 (敬称略 ) 実施場所

開会挨拶
厚生労働省健康局疾病対策課長

難波 吉雄

全国町村会館

ホール

(東京都千代田区

永田町1-11-35)

エイズ対策の概要
厚生労働省健康局疾病対策課

課長補佐 渡辺顕―郎

男性同性間のHI∨感染予防対策
名古屋市立大学教授
市川誠―

14:35

休憩

14:50

HIV検査体制の充実
慶應義塾大学専任講師
加藤真吾

エイズ予防財団の取組

財団法人エイズ予防財団

事務局次長 中村正

主任 柏崎正雄

(10) 地方公共団体の施策紹介 (横浜市 ) 横浜市

平成21年度世界エイズデーについて
厚生労働省健康局疾病対策課
課長補佐 木村幸司

閉会

移動  全国町村会館 → コミュニティセンターakta
コミュニティ

センターakta

(東京都新宿区

新宿2-15-13

第2中 江ビル301)

17:30

現場見学及び講演 Rainbow Ring張 由紀夫、荒木順子

18:30

akta視察終了

aktaでの現場案内及び概要説明

(1)akta内の案内

(2)概要説明
・新宿二丁目におけるゲイ・コミュニティの現状

・aktaの 取組と成果
・aktaにおける今後の課題
・自治体へのメッセージ
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The Asian AdΠlinistrators IⅦ eeting
on HIV/AIDS

Outline

Date:        March 18th-19th,2009

Venue:       Kai Wah Plaza lnternational,K
KunIIllng,Yunnan
People's Republic of China,           t

Organizer:    Ministry of Health,Labour and Welfare,Japan
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Meeting Prospectus

February 16,2009

Dear

The Asian Adlninistrators ⅣIeeting on HIV/AIDS has been Organized to contribute tO the

ilnprovement of health and welfare by promoting the understanding on HIV/AIDS burden

in each country and our region.

The lSt Adlninistrators ⅣIeeting was held on the Occasion of the 7th ICAAP(International

Conference on AIDS in Asia and Paciic)where the representatives fl・ om ASEAN+3

countries gathered in Kobe,Japan in 2005. At that IIleeting,representatives strOngly

voiced the need of continued discussions and exchanging opiniOns between Asian

adΠlinistrators,resulting in the meetings in Chiang Rai(Northern Tha■ land)in 2006 and

in PhnOΠl Penh(Cambё dia)in 2008.

At those lneetings,exchange Of Opinions and information sharing on legal frameworks of

each participating country were actively dono along with presentations and discussions

on prevention and surveillance policies on I― IIヾ| Iヽ]DS_ Through the discussion the

participants renewed the recognition of the impOrtance of the role of the policy makers

and stronger effort for prevention, treatlnent and support for peOple hving 、vith

HIV/AIDS.

This year's trneeting is to be held in Kunllning,Yunnan,the People's Republic Of China.

The meeting looks to exaⅡ line the history oftranslnission ofI‐ IIV/AIDS through substance

abuse,study the present,and apply its implica伍 Ons into each country's dom6stic policies.

In order tO stillnulate the discussion and networking, we will invite international

organizations.

RecOgnizing the importance and significance of this mee,ing, We sinё erely ask eager

participatiOns from the countries and organizations to the upcoⅡ ling lneeting in China.

Sincerely yours,

Hirozou Ueda,M.D.

Director General

Health Bureau

ⅣIinistry of Health,Labour and Welfare,Japan(NIHLヽ 1り
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Tentative Agenda for ASEAN+3 HIV/AIDS AdⅡ linistrators Meeting

March 18‐ 19,2009

Kai Wah Plaza lnternational,KunIIling,

Yunnan,Peoples Republic of China

Venue:

ObeCtiVe:

1. Update inforlnation on the HIVノ AIDS epidelnic and response in ASEAN+3

2.HIV/AIDS and substance abuse

3.Regional and lnternational net、 voFking

Day l:ⅣIarch 18,2009

08:30-09:00  Registration

Chairl D■ Fabio ⅣIesquita,WI‐10

Dr.Aikichi lwamoto,University of Tokyo

09:00-09:15  0pening remarks

l.D■ Lu Lin(To Be cOnflimed)DirectoL Yunnan CDC,Ⅳ 10H,China

2.ML Hidefumi Miyoshi    Deputy Direcotr,Special Disease D市 ision

N/1HN、 Japan

09:15--09:20  1ntroduction of participants

09:20-10120  0vervlew on HIV/AIDS and substance abuse

09:20-09:50   1)r.Fabio WIesquita,ヽVHO/WPRO

“
G9neral principles to lnanage HIV epidelnic among people who

iIゴ eCt drugs''

09:50‐ 10:20   Dr.Masami F両 ita,WI‐IO/Viet Nam

:      “IDUs and HIV/AIDS in ASia:Overview(TBCン '

10:20-10:40   Coffee/Tea break

Chair: D■ Chansy Phimphachanh,AIDS Bllreau,Lao PDR

Ⅳl■ Ron hlaclnnis,IAS

10:40-12:40  Country Report‐ 1

(30 min talk,10 min Q&A:include a quick ovdrview of HIV/AIDS in the cOuntrv

and then a focused presentation on each topic)

10:40‐ 11:20   Dr.Chhivun Ⅳlean,NCttS,Cambodia

“HIV surveillance amOng drug user including IE)1」 in

Cambodia''

11:20‐ 12:00    Dr.Duo Lin,Yunnan CDCi China
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“IIarln reduction among IDU in China"

12:00‐ 12:40    ⅣIs.1/1inh Tam Nguyen,ヽフしへC,7~iet Nam

“The LaヽⅣ onI‐IIV/AIDS inヽ riet Nam and the authorization for

Harln Reductioゴ '

12:40-12:45  Group Photo

12:45-13:40  Lunch

Chair: Dr.Masami Fuiita,WHOIViet Nam

D■ Myung‐ Hwan Cho,ASAP

13:40-15:40  Country Report‐ 2

(30 min talk,10 min Q&A:include a quick overview of HIV/AIDS in the countrv

and then a fOcused presentation On each topic)                     .

13:40-14:20  Dr.Rushidi Ramし MHM,Malaysia

“The WIillennium Goals as a background for the response to

HIV/AIDS epidemics on IDUs(TBCン '

14:20-15:00    Prof.Yi― 1/1ing Arthur Chen,IIYMU,Taiwan

“Epidellniology of HIV infection and evaluation of Harm

Reduction Prograln in Taiwan"

15:00-15:40   Dr.Chansy Phimphachanh,AIDS Bureau,Lao PDR
“IIIV/AIDS situation in Lao PDR"

15:40-16:00  Co“ee/Tea break

Chair: Dn Chhivun ⅣIean,NCIIADS,Cambodia

D■ Huanttang Lit,Sun Yat‐ sen University

16:00-17:39´  Country Report‐ 3

(20 min talk,10 min Q&A:include a quick overview of HIV/AIDS in the countrv

and then a focused presentation on each topic)

16:00‐ 16:30    卜In Alex Duke,Thailand

“The global fund and harln reduction in Thailand"

16:30-17:00   Di.」ose Gerard Belimac,SLH,Phillipines

“CoΠllnunity― based IIIV prevention services amottg I]DUs in

Phihppines"

17:00-17:30   Dr.Yosuke Kita,DR.Yuriko Yanaga&■ llr.NIlasao Kashiwazaki
``HIV/AI]DS  situation  in  」apan  and  Drug  Adぬ ction
Rehabilitation Center(DARC)

Chair: DL Hong Li,Yunnan CDC,China

DL Yosuke Kita,MHさ,Japan

17:30-18:00  Globalissues of HIV/AIDS and substance abuse

17:30‐ 18:00   Ⅳl■ Ron Maclnnis,lAS
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“Discussions on programming HIV services for itteCting drug

users― analysis of challenges in other regions"

18:30-       Dinner spOnsored by ⅣI]IN)」apan

Day 2:March 19,2009

09:00-12:00

Site visit:Yunnan CDC,agiliated hOspitals and prevention service centers,etc.

Introduction about Yunnan CDC ind the HⅣ  epidemicin Wunnan by D■ Lu Lin

Chair: DI Fabio ⅣIesquita,WI‐IO

Dr.Alkichi lwamoto,Un市 ersity of Tokyo

14:00-16:00  Regional a五 d Global networking

14:00‐ 14:20   Ⅳlr.Ron ⅣIaclnnis,IAS

``Future possib■ ities of IAS conferences in the Asia/Pacific

Re」on"

14:20-14:40   Prol ⅣIyung‐ I―Iwan ChO,ASAP

``Role ofthe ICAAP in the region and welcolning to ICAAP2009

in Bali"

14:40-16:00    Round table discussion for future lneetings a五 d net、vorking

18:00-21:00  Dinner

48



Provisional Iノ ist of Participants

l. Delegates

Cambodia              Dr.Chhivun R/1ean
DirectoL The National Center for HIV/AIDS,

Dermatology and STD,Ⅳ IINISTRY OF HEALTH
#34,St 338,Khann Chamkarlnon,Phnolln Penh
Tel:   (855)16830241
Fax:  (855)23883402
Email: mchhivun@nchads.org

China               Dr.Lu Lin(TBC)
Director,hnnan CDC

Dr.Duo Lin
Director,Yunnan CDC

Dr.Hong Li,
、                  ProfessoL Departlnent of Research and Educaion,′

Yunnan CDC
Tel:

Fax:

EInail: lihongkmyncn@yahoo.com.cn

Dr.Huanhang Liu
Professor,Sun Yat― gen un市 ersity

Tel:

Fax:

E-lnail:huanliang.hu@gmail.coln

Korea                 Pro■ ⅣIyung Hwan Cho
Professor

Departlnent of Life Sciences

College of Science

Konkuk University

I                   Seoul 143‐ 701,Korea
Tel:    +82.11.259.5656

Fax:   +82-2‐ 3486‐ 5432
mchdOkonkuk.ac.kr
President,AIDS Society ofAsia and the Paciic

Lao PDR             D■ Chansy Phimphachanh
ⅣID,ⅣIPH Director

Center for HIV/AIDS/STI,MiniStry OfHealth

 ヽ               ]Km 3 Thadeua Road,Sisattanak District,Vientiane

Tel: (856)21315500
Fax: (856)21315127
Emaili gfachas.chansv@gmail.coln or
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Malaysia

Philippines

Talwan

Thailand

Viet Nam

D■ Rushidi Ramly

Senior Principal Assistant Director

Head of Substance Abuse Unit

Non―cOmmunicable Disease Section

Disease Control Division

ⅣIinistry ofHealth A/1alaysia

Leve1 6,Block E10,Complex E

62590 Putrttaya,Ⅳ lalaysia

Tel:    603-88834125;60122833304
Fax:   60388886277
E― mail: rusdOdph.govmy

suaibattaafaK)yahoo.cOm

Dr.Jose Gerard Belimac

Program ⅣIanager

NatiOnal AIDS STI Prevention and Contr01 Program

lnfectiOus I)iseases Ottce,Bldg.13,Departlnent of Health

Sta.Cruz,WIanila,Philippines

Tel:+63(2)-743‐ 839 1 loc(2350-2352)

Fax:+63(2)-743-839 1 loc(2352)

E‐ maill nas,Cp@yahoo.com

Pro■ Yi‐ MingArthur Chen
AI]DS Prevention and Research Center

National Yang‐ⅣIing University

155,Sec.2.Linong Street,Taipei,112 Taiwan(ROC)

Tel:+886‐ 2-2826‐ 7193
Fax:+886-2-2827‐ 0576
arthur@ym.edu.tw

■/1r.Alexander Duke

Senior Program Oficer

Population Services lnternational(PSD

PSI Thailand,3rd Floo鳥 Vanissa Building,

29 Ploenchit Road,Bangkok,10330,Thailand

Tel:(66)02-655‐ 4001

Fax:(66)02‐ 655‐4665              :
alexmduke@pSiasia.org

Dl・.ヽ[inh Tam Nguyen
Deputy Head of Harln ReductiOn Departlnent

Vietnam Administration of HIヾ| IヽDS Control

VAAC 135/3 Nui Truc,Ba pinh,HanOi,Vietnam
+84_989.997.234

+84-4‐ 38465732
1ninhtam71@yahoo.COm
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Japan

2.WHO(urPRO)

WHO/Viet Nam

Mr.Hidefumi Miyoshi
Deputy Directo葛

Special Disease Division,MttLW

TEL:  +81-3‐ 3595-2249

FA」K:  +81‐ 3‐ 3593‐6223

E―mail:miyoshi‐ hidefumemhlw.gO・ jp

Dr.Yosuke Xhta

Deputy Directoム

Special Disease Division,ⅣIHLW
TEL:  +81‐ 3-3595‐ 2249

FA」K:  +81‐ 3-3593‐ 6223

E‐ mail:kita― yousuke@mhlw.go.jp

3/1r.Tolnohiro Shilnora

Deputy DirectoL

Special Disease Div■ sion,Ⅳ□王LW
TEL:  +81‐ 3‐ 3595-2249
FAX:  +81‐ 3-3593‐ 6223
E―maili shimora― tomohiro@mhlw.go.jp

Dr.Fabio Ⅳlesquita

Technica1 0fficer in Harm Reduction,

Ⅵ「orld Health Organization,

Regiona1 0ffice for theヽ Vestern Paciflc

United Nations Avenue

P.0.Box 2932 1000 L/1an■ la,Phihppines

Tel:   (632)5289759
Fax: (632)5211036
E‐mail:MesOuitaJOwpro.who int

Dr.Masami Fuiita       `

Senior Advisor,HIV/AIDS
WHOV‐iet Nam

63 Tran Hung Dao Street

Hoan Kiem E)istrict

Hanoi,Viet Nam
Tel:  +84‐ 4‐ 3943‐ 3734/5/6

Fax:  +84‐ 4‐ 3943-3740

E‐mail fuiitam@wpro.who.int
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3.IAS

4.University of Tokyo

5. JFAP

Mr.Ronald ⅣIaclnnis
Directot P91icy and Progranllnes

The lnternational AIDS Society

lnternationalAIDs Society HQ

Ave.Louis Casai 71

PO BOx 28,CH‐ 1216 Cointrin

GENEVA,Switzerland
Tel:  +41‐ (O122‐ 7100800
Fax:   +41‐ (0)22‐ 7100899
E― maili ron`macinnis@iaSOCietyorg

Dr.A」【ichilwamoto

Professot Dlvision of lnfectious Diseases

Advanced Clinical Research Center

The lnstitutσ of blledical Science

The University of Tokyo

4-6‐ l Shirokanedai,Ⅳ Iinato‐ku,Tokyo 108‐ 8639

Teli    +81‐ 3‐5449-5359

Fax:   +81‐ 3-6409‐2008

E― Inaili aikichi@ilns.u‐ tokvo.ac.ip

aikichKCra3.so‐ net.ne.jp

MS.MitSue Hayashi
ProfessoL Research Center for Asian lnfectious Diseases

The lnstitute of Ⅳledical Science

The Un市ersity of Tolγo
Teli    +81‐ 3-5449‐ 5359
Fax:   +81-3-6409‐ 2008
E‐ hail:mit.hayashi@gmail.com

D■ Yuriko Yanaga

Chiet Research,Training D市isi6n

Japan Foundation for AIDS Prevention

E‐ mail:yanagagfap.。 r.jp

pII.Masao Kashiw‐ azaki

Chiet Public Relations Dlvisio五
,

Prograln Operation Departlnent

」apan Foundation for AIDS PreVentiOn

TEL:+81‐ 3-5259‐ 1811
FAX:+81‐ 3‐ 5259‐ 1812                        、
E‐ mail:kashiwazakiafap.or.〕 p
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6.Logistics ⅣIr.Hideyuki Kanno

Convention Linkage lnc.

3E Sanban‐ cho KS―Building,2 Sanban‐ cho Chサ oda‐ku,

Tokyo 102-0075,」apan
TEL:  +81‐ 3-3263‐8686
FAX:  +81-3-3263-8687
E― mail:kanno@c― linkage.co.jp

plr.Eric Gibbs

COnvention Linkage lnc.

3E Sanban― chO KS― Building,2 Sanban‐ cho Chiyoda‐ku,

Tokyo 102-0075,」apan
TEL:  +81‐ 3-3263-8686

FAX:   +81-3‐ 3263‐ 8687
E― maili gibbs@c‐ hnkage.co.jp

Ms.Junko F可 iwara
Convention Linkage lnc.

3E Sanban― cho KS― Building,2 Sanban‐ cho Chiyoda―ku,

Tokyo 102-0075,Japan
TEL:  +81-3-3263-8686
FAX:   +81-3-3263-8687
E― maili cl@c‐ linkage.co.jp
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The Asian Administrators M[eeting
on HIV/AIDS

Outline

Date:        February 4th-5th,2010

Venue:     Mita Kyoyo KaigiSho
2… 1‐ 8L[ita,LIinato― ku,Tokyo
108‐ 0073」apan

Organizer:   Lttinlstry of Health,Labour ind welfare,Japan
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Meeting Prospectus

January 25th,2010

Dear

The Asian Adlninistrators IIleeting on HIヾ RヽIDS has been organized to contribute to the

improvement of health and welfare by prOmoting the understanding on HIV/AIDS b■ rden

in each country and our region.

The lSt Adlninistrators pleeting was held on the occasion ofthe 7th ICW   (International

Conference on AIDS in Asia and Paciic)where the representatives fl・ om ASE州 +3

countries gathered in Kobe,」apan in 2005  At that lneeting,representatives strongly

voiced the need of continued discussions and exchanging opinions bet、 veen Asian

adlninistrators,resulting in the meetings in Chiang Rai(Northern Thailand)in 2006,in

Phnoln Penh(Cambodialin 2008 and in Kun■ ling(China)in 2009.

At those lneetings,exchange ofopinions and information sharing on legal frameworks of

each participating country were actively done along、 vith presentations and discussions

on preventiOn and ,urveillancё  policies ёn IIIIV/ハLIDS.  Through the discussion the

pallticipants rene、ved the recognition of the importance of the role Of the policy makers

and stronger effort for prevention, treatlnent and support for people hving 、vith

HIミヽ RDS.

This year's heeting is to be held in Tokyo, 」apan.The meeting will focus On the

transmission of HIV/AIDS among men who have sex with men(MSRI).MSM are the

hardeSt‐ hit populatiOn in」apan and the ёpidelnic is growing in many areas itt Asia.lVe

wish to exchange the presentinformation and、 vhat has been and whatis going to be done

in the future in each country.In order to stilnulate the discussion and networking,we will

invite international organizations.

Recognizing the importance and significance of this meeting, we sincerely ask eager

participations frOm the countries and organizations to the upcolning lneeting in Tokyo.

Sincerely yours,

Hirozo Ueda,LI.D.

Director General     l

Health Service Bureau

MiniStry Of Health,Labour and Welfare,」 apan lMHLW)
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Agenda for Asian HIV/AIDS AdIIllinistrators Meeting

February 4th,2010

Venu01卜 Iita ltyoyo Kaigisho.2-1‐ 8 ⅣIita,ⅣIinato― ku,Tokyo,108‐ 0073」 apan.

Object市e:        ヽ                          .
1.Update information On the HIV/AIDS epidemic,espeCially among MSM in Asia

2. Current and future plans to flght against HIヾ | IヽDS in Asia

3. Promotion of human rights/fight against stigma and discrilnination

Feb 4th,2010

09:00‐ 09:15    Registration

09:15-10:35  0pening Session

Chairi D■ Elly Katabira,International AIDS Socieし Uganda

D■ Kenichiro Watanabe,WIHLW

09:15-09130  0pening remarks

D■ Yoshio Namba Director,Specitt Disease Di、ision,MHN、 」apan

09130-09'35  1ntroduction of participants

09:35--10:05

DI Frits,Godettidus van Griensven,Thailand PIIOPH‐ US CDC Collaboration

"Trends in HIV Prevalence,Estillnated HIV Incidence,and Risk Behav10r Among

NIen Who Have Sex With Ⅳlen in Bangkok,Thailand,2003-2007"

10:05--10:35

D■ Fabio ⅣIesquita,WI‐10/WPRO
l:Priority HIV and sexual health interventions in the health sector for men who

have sex with inon and transgender people in the Asia Pacittc‐ Region'!

10:35-10:50  Coffee/Tea break

10:50-12:20  Country Reports‐ 1

Chair: DI Pedro Cahn,International AIDS Societtt Argentina

D■ Masayoshi Tarlu,Keio University Japa五

10:50--11:05

Dr.Vonthanak Saphonn

"HIV epidemic in Cambodia"

11:05--11:20
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D■ Jose Gerard Buot Belimac

"HIV epidellnic in Philippines''

11:20-11:35

Dr.Yurong ⅣIao

"IIIV epidelnic in China"

11:35--11:50

D■ Dyah Erti ⅣIustikawati

"HIヽr epidellnic in lndOnesia"

11:50-12:05

D■ Nttmus Sahar Sadiq

"HIヽr epidellnic in Bangladesh"

12:05--12:20

Dr.IIyungい Hwan Ch0

"HIヽr epidemic in]Korea″

12:20-12:30  GrOup Photo

12:30-13:30  Lunch

13:30-15:15  Counbttr Reports‐ 2

(10 min talk,5 min Q&A:include a quick overview of HIV/AIDS in the countrv and then a

focused presentation on MSM)

Cha士 : D■ NIyung‐Hwan ChO,AIDS Society ofAsia and the Paciflc,Korea

D■ Frits,Gode■ idus van Griensven,Thailand Ⅳ10PH‐ US CDC Collaboration

13:30-13:45

D■ Shaari Bin Ngadiman

"HIヽr epidemic in 171alaysia"

13:45-14:00                                .

D■ Nguyen Thi Minh Tam

"HIV ёpidemic in Viet Nan■ 1'

14:00-14:30

D■ Kenichiro Watanabe/MI Yasushi Sawazaki

''HIV/AIDS Epidelnic and Overview Of卜ISM PrOgramsin Japan''

14:30--15:15

M■ Yuzuru lkushima/M■ YukiO Cho/Ms.Noriyo Kaneko D■ Yasuharu Hidaka

"A strategy for prё ventiOn and care:Liv■ ng Together"

15:15-15:30  Coffee/Tea break                                    、

15:30-17:30  Round table discussion
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Chair: D■ FabiO DIlesquita,Ⅵ彊 0/WPRO

D■ Aikichi lwamoto,University of Tokyo

15:30-15:40

D■ Dyah Erti]Mustikawati

"Initiating the discussion on the next steps in the coniontation of the HIV/AIDS

Epidemic amongヽⅣISⅣIin Asia"

15:40--17:20

Discusslon

17:20--17:30

D■ Fabio ⅣIesquita

''Conclusion and recOllnlnendation of the lneeting"

17:30-17:40  Dr.ⅣIyung‐Hwan Cho

“Welcome to the 10th ICAAP in Busan in 2011"

17:40-17:50  D■ Elly Katabira

``Welcome to the lnternartional AIDS Conference inヽ「ienna in 2010''

18:00-20:30  Dinnei
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PIinistry of Health,Labour and Welfa■・e,Japan
AsianAdmi五 strators'■Ieetiュg

February 4th,2010
Mita K570yO Kaigisho,Tokyo,Japan

l. Delegates

BAngladesh         D■ Naimus Sahar Sadiq
ChairpersOn
AIDSWATCH
E‐ma■:sadiq.najIIlus@gmail.cOm

naiILuS.Sadiq("ahoO.com

China                 Dr.hongI肛 ao                   l
Acting Dhector
Di、減sion of lntegration and Evaluation,National Center
for AIDS/STD Contl・ 01 and Prevention,
Chinese Center fOr I)isease Contl・ ol and Prevention‐

     Tel:    +86‐ 10‐ 63132150
Fax:   +86‐ 10‐ 63132151
E‐ IIlail:zoema(矩 )gmail.com
yrlnao@hotmail.com

Ldollesia            DE Dyah Erti Wrustikawati
Head of Sub―D士ectorate ofAIDS&STI,
NationalAIDS&STI Program Manager Health Sector
Dむectttate General ofDisease Control and
Envビonmental Health
Nlinistry of IIealth

Republic Of lndonesia
JIn,Percetakan Negara No.29,
3rd Floo、 B Bu■ding,」akarta
Tel:    +62214247608
Fax:   +62214207807
E‐mai:dmustika 2007@り ahoo.co.id
dmustika@indosat.net.id

」apan                  盪 _Yuttu lkushima
D士ector/Social Worker
PLACE TO爾 0
4‐ 22‐46‐204 Takadanobaba,ShinJuku‐ ku,TOkyo
169‐ 0075」apan
TEL:キ 81(0)3‐ 3361‐ 8964
FAX l+81(0)3‐ 3861‐ 8835
E‐mai:並ushimaoptokyo.com
iXrama@gmall.com

.             LI■ lnttdo ch。
、            hector/cOIIlm― ty center akta

RainbOw Hng
Eヽma■ :melodias196[Юgmaユ .com

DI Noriyb Knneko
Assistant Professor
Nagoya City Un市 ersity
Graduate School ofNursing
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Korea

Malaysia

Philipphes

Depatnlent of Collnlnu五 cable Disease
Epide面010"&Contl・Ol
ⅣIizuho^cho,Mizuho‐ ku Nagoya 467・ 8601,」 apan
TEL:キ 81‐ 52‐ 853・ 8065
E‐maili noriyOttOmed_nagoya‐ cu.ac.jp

Ms.」ane Xoerner
Nagoya City University
ResearchAssoclate
Graduate school ofNursing
Departtnent of ComIIlunicable Disease Epidellniolo部 ″&
Control
Mizuho・ cho,Mizuho‐ ku Nagoya 467‐ 8601,」apan
TEl√FAX:+81‐ 52‐ 853‐8032
E‐ma■:koerner@med.nagOya‐ cu.ac.jp

D■ Yasushi Sawazaki
DむectoL Pro〔聖aln Operation Section
Japan FOundation forALDS Prevention tJFAP)
Suidobasl五 Bldg.5E Misakicho l‐ 3-12,Chiyoda‐ ku,
Tokyo lol‐ o06■,Japan
Tel:    +81‐ 3‐ 5259‐ 1811
Fax:   +81-3‐ 5259‐ 1812
E‐maili sawazakiCfap.0■ jp

D■ Mいmg HwaII ChO
ProfessOr
Depだiment of Life Sciences
College Of Science

Konkt Uiversity
SeOu1 143‐701,Korea
Tell    +82.11.259.5656
Fax:   +82-2-3436-5432
mcho@kOnkulc.ac.kr
Co‐ Ch西ェ loth ICAAP

努 :l:無 li3itPresident,ALDS Society of」
sヽia and the

DI Shaari B董 l Ngadiman,
Depity D士 ector ofDisease Contr011AIDSノ STD)
WEinistl・ y ofHealth Malaysia
Federal Government Administration Center
62590 Putraiaya,Malaysi五
Tel:  60388834271
Fax:60388834285
E‐mail:dl・ shaar(DmOh.govmy        ,

DL」ose Gerard BuOt Belimac          _
Pro(豪alL LCana"ち NatiOnal_ATDS and STI Prevention
aid Colltrol

National Center fol Disease Prevention and Control―
Depaピ tllnent of Health
Bldg.14,Department of Health

輩:?甫常付僣(困n  ■
E―maill naspcp@ytthoo.cOm
naspcp@co.doh.govph                  
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参考資料 5

地方公共団体に対する

モニタリング関係資料

(平成 20・ 21年度分)



施策の実施状況に関するモニタリング項目表(平成20年度)

※2自治体の相掛けは■点的に違幡田整すべ
=椰
道府県等



施策の実施状況に関するモニタリング項目表(平成21年度)
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自沿体の綱掛けは■点的に遺薔In整 すべき都道府県●
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人口  5,590千人 63%

検査件数 7,963件 38%

HIV/エイズ  28/13
新規患者割合  31.7%

※人口及び検
査件数の%は
大阪府との比較

人 口  2,648千 人 30%

検査件数 41469件 21%

HⅣ/エイズ  19/7
新規患者割合  26.9%

人口  1,380千人 16%

検査件数 1,181件 6%
HⅣ/エイズ 9/2
新規患者割合  18.2%

※人口及び検査件数の%
は東京都との比較

ω

人 口  1,421千人 25%

検査件数 1,550件 19%

HIV/エイズ   4 / 0

新規患者割合  0.0% 人口  7,054千人 56%

検査件数 6,721件 21%

HⅣ/エイズ 27/14
新規患者割合  34.1%

人口  2,107千 人 29%

検査件数  961件 7%
HⅣ/エイズ  5/7
新規患者割合  58.3%

※人口及び検査件数の%
は愛知県との比較

●●●口●■日●■ロロロ■ヨロロヨ●■8口 ●●口■ヨロE● ●■●ロロ●口●.

人口  31792千人 52%

検査件数 4,066件 31%

HIV/エイズ  24/7
新規患者割合  22.6%

人口  2,975千人 24%

検査件数 31519件 11%

HⅣ/エイズ  11/7
新規患者割合  38.9%

人口  6,056千人 48%

検査件数 7,313件 23%

HⅣ/エイズ 25/31
新規患者割合  55.4%

岬 :

人口  1,867千人 26%

検査件数 1,805件 14%

HIV/エイズ  7/4
新規患者割合  36.4%

人口  8,791千人 70%

検査件数 111889件 38%

HⅣ/エイズ 66/26
新規患者割合  28.3%
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大阪府との比較 :

人口  5,590千人 63%

検査件数 6,123件 33%

HⅣ/エイズ  31 /12

新規患者割合  27.9%

人口  2,648千人 30%

検査件数 4,032件 22%

HIV/エ イズ  13 / 10

新規患者割合  43.5%

人口  1,380千人 16%

検査件数  961件 5%

HⅣ/エイズ 2/7
新規患者割合  77.8%

※人口及び検査件数の%
は愛知県との比較

人口  3,792千人 52%

検査件数 3,081件 28%

HⅣ/エイズ  18/8
新規患者割合  30.8%

||||||1麺

人口  1,421千人 25%

検査件数 1,199件 20%

HⅣ/エイズ  6/8
新規患者割合  57.1%

※人口及び検査件数の%
は東京都との比較

■

●

■:1■111」翻日団瞑と|::=撻筆

人口  7,054千人 56%

検査件数 5,582件 20%

HⅣ/エイズ 27/9
新規患者割合  25.0%

:

11111,11111!lllll!llllll:

人口  2,107千人 29%

検査件数  839件 8%
HIV/エイズ  6 / 10

新規患者害」合  62.5%

鳴一一一一一一一

人口  8,791千人 70%

検査件数 11,173件 39%

HⅣ/エイズ  57/24
新規患者割合  29.6%

|li11):

人口  2,975千人 24%

検査件数 2,857件 10%

HIV/エイズ  14 / 10

新規患者割合  41.7%

人口  1,867千人 2o%

検査件数 1,682件 15%

HIV/エイズ  2/4
新規患者割合  66.7%

1,I111■剛 :|'・ 1‐

人口  6,056千人 48%

検査件数 5,452件 19%

HIV/エイズ  34/19
新規患者割合  35.8%
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全国及び主要都県の検査件数 口新規報告数の推移

‐‐感染者・患者計 躙回 感染者 ― 検査件数
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「検査体制の充実」に関するモニタリング(平成20年 )

都道府県名
人口

(A)

特定感染症検査等事業
20年度執行実績
(B)

(B)/(A)
(全国を1と した場合の数値)

HIV検 査数
(20年 1月 ～12月 )

(C)

(C)/(A)
(全国を1と した場合の数

値)

人 口 10万
対

HIV/AIDS

新規患者
割合

1 北  海  遣 5,627.73 6.903,92( 4 741 0 48( 444,

青  森  岬 1 436 65 3.364.631 0 32 28鶴

岩  手  県 1 385.041 667.17( 1.01( 0 361 6001

自  城  帰 2.360.21( 7.513.61( 0 53 236( 0551 30 81

秋  田  県 1.145,501 2.262,942 0 33 0 087

山  形  県 1.216. 1 756 25( 0 24 032〔

冨 島  県 209131〔 5,983,74( 0 47 1.233 0 281 50 0,
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壼  山  県 111172( 2.368,46( 0 35 0 62 0 18〔

17 石  川  嘱 1.174.02( 4.104.33{ 1.52〔 1 022

1 福  井  県 821.592 795 88` 0 16 802 0 36〔 33 3,
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「検査体制の充実」に関するモニタリング (平成21年 )

都道府県名
人 口

(A)

特定感染症検査等事業

21年度執行実績

(B)

(B)/(A)
(全国を1と した場合の数値)

HiV検 査数
(21年 1月 ～12月 )

(C)

(C)/(A)
(全国を1と した場合の数

値 )

人口 10万
対

HIV/AIDS

新規患者
割合

1 化 海  道 5 627 737 7.038,331 399` 0 604 32 41

2 森 県 1 436 657 382152( 0481 4291

手 暉 1.385.041 0 49 0 28( 75 0,

4 雪 城  岬 2.360.21 7 306 532 0 55 2 00C 0 72 0381 55 69

秋  田  県 1 145.501 2.300.20〔 0 43 017( 100 0,

山  形  嘱 1216181 1 969 543 062 032( 50 0,

福  島  岬 2.091.31 5 405 28[ 0 47 0 239 40 0,
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l 石  川  県 1 174 02( 3.908.971 0 59 119( 0511 50 0,

1 臨  井  県 821.592 559 82〔 0 12 0 00(

|■ 1 し:ヽ1■1詢151i 12190■■ 111「 11,11111■■
=:11,|II

■|【
８〇

一
0178 1年 902 12」 5,

一４ 自|1毎●:県 彗呻 11

“

090:'4 α:“‐ ■|:|■ |121‐ 508 10197 ||"| 13,I“

岐 阜  岬 2.107.22( 2 551 454 0 34 0 759 62 51

静  岡  県 3.792.37 9.109,096 3.081 0 69 0 686 30 81

騒:■ |れ■■ ″勢1詢 |:4″111 |||||||101651 iヽ

“

: キ:l●|ヨl": 11:,118: |137129

二  重  塀 1.866 963 2 977 34` 0 28 1.68: 0 321 66 7,

滋  賀  塀 1.380 361 7 248 79〔 0 59 0 65` 778,

京  都  廂 2 647 66〔 24 096.69( 4 031 0 869 43 5,

ｒ

〓 三■■■1"181Z |■‐′| 盤1'|:|=■1111" 11‐IIIコ1177 ‐2616:

姜塾 彙:篠建票 識 翻騨 競藉■:鸞1奪1壼
==:11",

髪1婆鮮,“ :彗I:||11==青|=:彗11031 1271切

奈  良  県 142131( 1 808 93( 1191 0 98[ 57 11

和 歌 山 岬 1 035 96〔 2 375 528 057〔 33 3)

鳥 取  岬 607.011 2.207.264 0 65( 25 0,

島 根  岬 742 22( 1.269.28〔 0 00(

司  山  岬 1 957 264 6 491 478 0 59 1.097 061〔 33 3,

広  島  岬 2 876.642 ll,776.02( 0 73 353` 111: 25 09

山  口  県 1 492 60〔 1 770 72〔 1.29( 0 46〔 143,

庫  島  県 809,95〔 1.671,72〔 0 37 049`

雪  り|1  県 l.012.40C l.022.46〔 0 50 019〔 50 0,

見 媛  県 :.467.81〔 3 873 49( 1 013( 50 01

自  知  県 79629` 1.491.862 3331

嘔 岡  蝙 5.049,90〔 32.336.584 6.63` 112( 3331

左  賀  県 866 36( 1.707.55[ 0 88 0577 60 01

長  崎  県 1.478,63` 2.710.23C 1.21〔 0 70 0 609 22 21

熊  本  県 1 842 23( 5.941.62〔 201C 0 93 0 923 412

大  分  野 1.209,571 1,601.587 0 57 40 01

宮  崎  嘱 1 153 04 2.266.51( 0 35 0 72 026( 667,

鹿 児 島 編 1.753.17G 4.426,971 0 45 057( 300,

瀦 瀧 1織 騨 熱財 ヨ熱 ‐彙密 ヨ一 麟 蕊義|■1■1:妻三
=榊

酬 . 331藝

合計 127,767,99Z 715 606 45〔 150.25, 113( 29 7)

※  ず

平成18年 1月 ～平成21年 6月 …・茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、愛知県、大阪府、沖縄県

平成21年 7月 ～……………………埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、兵庫県、沖縄県



(平成20年 )



間あたりの検査数 (平成21

※棄輸驚懇蒙轟I藤は重点都道府県等
勁 8輌 月押 成四年6計 城 媒 駆 慰 千期 、東京都、神刹 県、山梨県、

穏 t驚麗il會『 {し撃ff曇お な計 罵語 電鍵 ど 鶴 f環 尋LΨ平成21年 7月 ～ …∵……………埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、1



,      ,(参 考)

特定感染症検査等事業 (エイズ対策分)の概要    _

1 実施主体   ｀

都道府県、政令市及び特別区

(平成20年度:130自治体、平成21年度 1136自治体)

2 予算額 (厚生労働:省 )

(1)平成 20年度  約 3億円

(2)平成 21年度  約 3億 2千万円

3 補助率

1/2 ただし予算の範囲内

4 事業内容

HIV抗体検査及びエイズに関する相談事業

10



都道府県によるMSM対策と新規患者割合

111■

`導

掘華ごま:ざ燕1働攣性は重点郡道府県
平成18年 1月～平成21年 6月 …・茨城県、埼玉県、千葉県、東¬間、神奈川県、山梨県、長野県、愛知県、大阪府、沖縄県

N0 都道府県名
MSM 新規患者割合

平成 20年 平成 21年 平成 20年 平成 21年
1
レ
Ｌ
ヨ
イ 海 道 ○ ○ 44.4% 32.4%

2 青  森  県 X X 28.6% 42.9ツ

3 岩  手  県 X X 60.0% 75.0%

4 宮  城  県 × ○ 30.8% 55.6%

5 秋  田  県 X X 0.0% 100.0%

6 山 形 県 × X 50.0% 50.0%
「
′ 福 島 県 × X 50.0% 40.0%
一８
茨|■111城「

=■
1県 |ガ| 一Ｘ 3819% 41117%

′
9 栃 木 県 X X 50.0% 44.4%

10 君羊 馬 県 × X 37.5% 35.7%

■O11 134111%
=|1準
2510%

塑
一一一〓一一一一一一一

iOII 155,珊

・日 10「■■イ 1011総1 117171%
=1lJ‖

11「

'■
=2α
聾%

一４ 10, 112813%|

15 新 潟 県 × X 83.3% 66.7%

16 富  山  県 X × 50.00/0 75.0%

17 石  川  県 ○ ○ 33.3% 50.0%

18 福 井 県 X X 33.3% 0.0%

|::19 や|■111*| :|||:II111111010% 121:5%

■20 長|=11野下ヽ
=県 'IXI■

| ‖‖::■■111571‐ 10A 130,静%

21 岐 阜 県 X X 58.3% 62.5%

22 静  岡  県 ○ ○ 22.6% 30.8%

I‖23 愛 : 1糞讐護 ド|:143H恥 :::3712%

24 重 県 X X 36.4% 66.7%

25 滋  賀  県 X X 18.2%
７
′
７
′ 8%

26 一泉 都 府 ○ ○ 26.9% 43.5%

"震
::Ⅲ■10■椰 1辞 ■1211欄

=11■
111112616%

28 聾
=爆
醐1漏媒

|11111

29 本示 良 県 X X 0.0% 57.1%

30 和 歌 山 県 X X 20.0% 33.3%

31 鳥  取  県 X × 0.0% 25.0%

32 島  根  県 X X 0.0% 0.0%

33 岡 山 県 X ○ 33.3% 33.3%

34 広 島 県 ○ ○ 31.8% 25.0%

35 山 口 県 X X 11.1% 14.3%

36 徳  島  県 X X 50.0% 0.0%
７
′
つ
０ 香  川  県 X × 36.4% 50.0%

38 愛 媛 県 ○ ○ 33.3% 50.0%

39 同 知 県 X X 33.3% 33.3%

40 福  岡  県 ○ ○ 29.3% 33.3%

41 佐 賀 県 X X 33.3% 60.0%

42 長  崎  県 X X 42.9% 22.2%

43 熊  本  県 X ○ 41.7% 41.2%

44 大  分  県 X X 33.3% 40.0%

45 宮  崎  県 × × 0.0% 66.7%

46 鹿 児 島 県 × × 33.3% 30.0%

47 ユ壇 ‐臨 珈 緯檸封(測掛轟 抒 響翠I難邸 0,:銘 葬響翌聖耀踊認I轟欄

合計 14 18 27.7% 29.7%

※  11111::ぜI!:::菫ぐ嚇 燕 1 は重

平成21年 7月 ～:・ …………………埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、兵庫県、沖縄県



「普及啓発」に関するモニタリング(平成20年 )

都道府県名
人口

(A)

エイズ対策促進事業

(普及啓発関係 )

20年度執行実績
(B)

(B)/(A)
(全国を 1と した場合の数値)

人口10万対
HIV/AIDS

新規患者割合

1 海 道 5.627.737 3.282,031 0 26 0 48( 44 41

青
′
森  県 1,436,651 863,59〔 026 0 487 28 69

音  手  婦 l,385,041 4,194,89 0 361 60 0,

雪 城 県 2.360,218 1.688,57( 0 551 30 81

5 秋  田  県 1,145,501 1.398.25[ 0 031 001

山 形 県 1.216,181 0 00 0 32〔 5001

福 島 県 2.091.31C 3 238.15( 068 0 28 50 0,

|||ヽ】  ::ll,1::::l:II::i:::ilil::勢
象

一
響雙難栃懸 場讐場精算聾騨難艦難覆彗婆理鸞|

栃 木 県 2.016.631 2 213 421 0 992 50 0,

1( 詳  馬  岬 2 024 135 3,921,73C 0 79( 37 51

蛹
翻 1聰 轟撼議赫経輌鋪腰 ξtti翻確晟 ,I驚 曇1軒軒11::1:,中幡||

“

豫漱|=:

手懲蠍 聾 1隧 軸蘇轍 薦 :錨獅善1群撤 430 憮

“

二棄ギ1春|111,

鱗 機 螂 輔 :鯰 疑 瀑|1411■  43i8 1ド :卜|  |,t,,

魏 餞詢 :ゞ鱒 渕 1脳 辮轟::職理i聾蝉 :撻聯 :雪lli群科:聾 二麟 J=鞠
1 析 潟 県 2,431,459 3,750,28〔 0 68 0 247 83 31

雪  山  県 1,111,729 3.124,093 018( 50 0,

石  川  県 1 174 02( 2,430,372 1 021 33 39

1 福 井 県 82159乏 1,049,97( 0 56 0 36〔 33 31

一渤 雌蒙築ユ1蒻 嶽 翻 帥 襲典薫:珊 :島|:靡 1墜 i轟蹄 範鮨 il護轟 :I‖I=彗籠
「
菱liφ

轟 騨 :聯 茸蜘 1詰聯 新二1斃illi=1聯 ・1補 ■1,ヽ事 綸

岐  阜  帰 2.107.226 1,682.47[ 0 56( 58 31

静  岡  県 3,792.377 10 994 22〔 22 69

靱 縣 鰐 翻 翻 鰤幽 榊〕騨 醐 mlll壼施鎌醐 裁

`'11■

麟

重 県 1,866,96( 1,775,80Z 0 42 0589 36 41

滋  賀  県 1.380,361 358,98〔 0 797 182

一泉 都 贈 2,647.66C 15.153,62` 0 982 26 9,

:灘華 鵬 lI蓄修輔蠅 ‖饉

丘
＾
庫 県 5,590.601 9,240.619 0 73 0 73( 317,

奈  良  県 1.421,31〔 1,224.68( 0 38 0 281

lD歌 山 県 1,035,96( 1.365,47〔 0 58 0 48( 20 0,

鳥 取 県 607 011 3.668,07( 016[

島 根 県 742 22( 2,859,720 0 000

岡 山 帰 1,957.264 6.616,79〔 1 073 33 31

広  島  県 2r876.642 3,257,591 0 50 076〔 3181

山 口 県 1.492,606 3.459,95` 0 60(

徳 島 県 809,95( 2.682.262 0 24フ 5001

香 県 1,012,40C 1.348.51( 0 80 1 08ラ 36 41

愛 媛 県 1,467,815 2.073.52( 0 62 0613 33 31

き
［ 知 県 796.292 i40.16( 037う 33 31

嘔  岡  県 5 049.90〔 13.375,106 031乏 29 39

左 賀 県 866.36〔 616 857 0 34( 333,

長 崎 県 1,478.63乏 6,132,091 0 47 42 9,

熊 本 県 1 842 23〔 5,920.801 141 0 651 417,

大 分 岬 1.209,571 3.341,95( 0 49( 33 3,

宮 崎 県 1 153 042 2,974,68, 0 087

鹿 児 島 県 1753.179 3,596.68C 0513 33 31

議 絣 1鸞 鐵 熙 維 誦 聯 諏 繭 f誌懺 重蒸0:諄

合計 127.767,994 291 178 991 121( 27 7,

※ 1 2枷 組
は重点都道府県



「普及啓発」に関するモニタリング(平成21年 )

都道府県名
人 口

(A)

エイズ対策促進事業
(普及啓発関係 )
21年度執行実績

(B)

(3)/(A)
(全国を¬とした場合の数値)

人口 10万対
HIV/AIDS 新規患者割合

1 t 海  道 5,627,737 4.082.361 0 39 0 604 32 41

青  森  県 |,486.657 1.650,158 0 62 0 487 4291

音  手  県 1 385 041 2.154,73〔 0 289 750,

富 城  県 236021〔 1.221,997 0 28 0381 556,

秋  田  県 1145501 957.036 0 45 0 175 100 0,

6 山 形 県 1 0 00 0 329 5001

7 福 島 県 2.091.31〔 3.269.58〔 0 85 0 239 40 01

窄■,
Jl●1髪‖111971議

'41,彗

,It=|■■,笙

“

摯 :,t嘉|:111,■生摯郵

栃 木 県 2,016631 2 091 37( 0 56 0 893 44 41

群 馬 県 2,024.13( 195115( 0 52 0 692 35 7,

1 颯
=体
緩聯 1122 OF,101

'=,1諄

紺|,`?ユ!り

獅‖ 憾 饗言:Ⅲl神 |:011875 35'

Ｉ
一 業IIII京111:響 ,■ 737

卿 餞協萎1動 1難り4難蟻懲1'ユ
"誓

鮨4響雛警t峨電雪棘 :|●δぶ

1 新  潟  県 2 431 459 3 078 72( 0 69 0 247 66 71

富  山  県 11‖ 729 2.237.83( 0 360 75C

| 石  川  県 1.174.02( 2.148,54( 0 99 0 50 01

福  井  県 821.591 1,075.58C 0 000

一■
一 議繁聾I勝 や19041 警1攪ご1軒な

"算i神 斃 聾 .=1111114 導撃:::キま::Cl撃 :● 5ill :集彗:■1凛場

岐 阜 県 2.107,226 1.450,944 0 37 0 759 62 51

静 岡 県 3,792.377 7,914,717 l i3 0 686 3081

纂 1苺4,II与縁整701 II穿|=轟奪髪魏115901961 111:,|:=11,|「1摯
=i滋
| コl186: :準1常

“

,勤

重 県 1,866.96〔 942 41( 0 27 0 321 66 73

滋 賀 県 1,380.361 326 552 013 0 652 77 89

京  都  府 2 647 66( 13.431 15 2 75 0 869 43 5,

蕩キi力藤 ヨ1編 I轟鶴ぶ蘇4彙 ::焦市奮it編:繍猛蘇番 :tユ1雛11,N

1轟聯l黒韓鯨1鱗,1錯 1■年1議1経1峯憎
奈  良  県 1 42i 31 1 100 038 0 42 0 985 57 1,

n歌 山 県 |.035 96〔 |.059.46C 0 55 0 579 33 3,

壽  取  県 607,011 3,382,902 3 02 0 659 250,

島  根  県 742.22〔 1,725,420 0 000

司  山  県 l,957.26` 3.786,679 0613 3331

広  島  県 2,876.64: 2 892.68C 0 54 1112 25 01

山 回 県 1.492.60( 1,843.821 0 67 0 469 143;

意  島  県 809,95( 2,303,309 0 494

香  川  県 1,012,40( 574,356 0 198 50 0,

曼  媛  県 1.467.81〔 1,723.311 0 64 0 136 50 0,

雪  知  県 796,291 233.45( 0 16 0 377 33 3,

嘔  岡  県 5.049.908 9627614 l i29 33 39

左 賀 暉 866 369 762 36` 0 577 60 01

長  崎  岬 1 478 632 2.852.85モ 0 609 222,

熊  本  県 1.342.233 2.264.29( 0 923 412,

44 大  分  県 1.209,571 2,073,31( 0 93 0413 40 0,

宮  崎  県 1,153.042 2,160,601 0 260 6671

菫 児 島 県 1 753 179 3,701.68( 0 570 30 0馴

講聯藝 馨 務 翻疑 9湮: 彗狸き鍍彗!靱 1躍ミ:畔照i銅 1欄輻 僻‐鞄

合計 236,062,93` 1 136 29 7,

※ 饗 璧 鞘 動 は重点都道府県

重霞:種::IIttf3量 I看量量:旱翼量:I香曇i黒曇1』重鮒昌:実護[:[置昌:露霜量
大`阪府、沖縄県



都道府県によるエイズ対策促進事業・特定感染症検査等事業 実績額 (総事業費)(平成20年 )

都道府県名
人口
(A)

20年度執 行実績
(B)

(B)/(A)
(全国を1と した場合の数値)

人口 10万対
HlV/AIDS

新規患者割合

1 海 進 5.627.731 17 357 44( 0 34 0 480 44 41

2 青 森 岬 1,436.651 4 724 091 0 36 0 487 28 61

手 県 1.385.041 5 891 42〔 0 46 0 361 60 01

4 宮 城 帰 2.360.21 977361( 0551 30 8,

秋 田 県 1.145,501 4.399,23( 0 42 0 087

山 形 県 l 2 0 329 50 0,

福 島 県 2091.319 9,874,021 0 287 50 01

野 1 麒 銹 1
睡轟態藩,曇事瑯騨僣懇∞ 韓薦壽琴攀暴繰卵菫錯副1織27: 榊 051

栃 本 県 2.016,631 19,824.78〔 0992 50 01

1( 群 馬 県 2.024.135 7.568,61( 0 790 37 5,

封衡 醜 轟欄蠅鮮:蘇摯 北轟碁:,i看ざ4普轟:i:霧慧i韓諄 豊ヽ「現F臨菖581 淵 常鰍 儡

碁1凛 SI:騨鸞列撻 薇 鸞 彰数黎磐ml蔀 革鮒辱嗜肉 ll雌卿 壺 1野朧 尚 図1蠅 1密曇:翻霧義

鮒 罰稼聾i攀欝轟紺濡 輻 鰤 一賜 潮 辮 滋 嘲 輻 撤 l 財 議鸞 難警難話襲郵i

敢̈ 醐 維劫1麟 諷 盤藝砂醐榊 馨:躙 II壼襲蘊 二棧彗:雌懺|■1=:紹 lど1磋麟 剛 硼 憮 期
`パ

:

| 新 潟 県 2.431,45G 8 589.071 0 38 0 247 8331

1 山 県 1 5 662 53〔 0 55 0 180 50 0,

1 石 県 1,174,02( 7.248.114 0 67 1 022 333,

幅 井 県 821,59` 2027.734 0 365 33 3,

郵通 韓1・ I離多熱碁霧鷲鮮襦:詢鰭癬象ヨJ班磁韓癬

鋒勾輔 轡 1爾 弊鵠赫薩き継輛

`

:1雙聯舗 讐 :11:1盤峯奪f桑轟鬱彗
岐 阜 県 2 1071226 6,560,62G 0 569 583)

静 岡 県 3,792,377 20,748.632 0 60 0817 22 6,

磯 翁1%鵬 篠 績躙斃麹盤測鶉 騨 鰊 鸞轟慟蠅 隋 暫貌舅躙 隋 !躙 〕i稲l編篠葬鋤
重 県 1.866.963 6.412.907 0 37 0 589 36 49

滋 賀 県 1,380,301 14,360.47( 0 797 18 2,

一泉 都 府 2.647.66( 39,154.21 0 982 2699

順 彗蒻懃,騨曝椰鵬輔 纏 1111 1卿 輔 嘗彙 .1彙澪勲讐]墨 !
丘
（

庫 県 5,590.601 42 966 01( 0 84 0 733 3171

本
不 良 県 1,421.31C 4.211,38( 0 32 0 231

和 歌 山 県 1,035,969 7 813 401 0 82 0 483 20 0,

鳥 取 県 607,012 8,693,191 0 165

島 根 帰 742.22〔 5 059.38` 0 74 0 000

司 山 県 1.957.264 17 584.285 0 98 1 073 333,

エム 島 県 2,876,64` 17 606 497 0 67 0 765 318,

山 口 婦 1.492,60( 7 082 80( 0 52 0 603 1111

徳 島 県 809,95( 4.417.88〔 0 247 50 01

香 り11 県 1.012.40( 3,160.82( 1 087 36 49

愛 媛 県 1 467.315 6.590.25( 0 49 0613 33 3)

知 県 796 292 2.467.364 0 34 0 377 33 3,

福 岡 県 5 049 908 52,013,228 0812 29 3,

佐 賀 県 866.369 2.518,645 0 32 0 346 33 3,

晨 崎 県 1.478.632 8.726.242 0 64 0 473 42 99

熊 本 県 1,842,23( 13.141.55〔 0 78 0651 417,

44 大 分 県 1,209,571 6.107.54( 0 55 0 496 33 3,

宮 県崎 1.153,04` 6 040.37( 0 57 0 087

鹿 児 島 県 1,753.17( 8 037.811 0 50 0513 33 39

儡 靱 輻 舗 麟 灘 撻 熱 輝 脚 撻蒻磁

合計 127,767,994 1 172.970,54( 1 27 7;

※ ゞ は重点都道府県
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都道府県によるエイズ対策促進事業・特定感染症検査等事業 実績額 (総事業費)(平成21年 )

平成18年 1月 ～平成21年 6月 …茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、愛知県、大阪府、沖縄県

平成21年7月 ～ :… ………………埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪寿謀 庫県、沖縄県

都道府県名
人 口

(A)
:年度執 行 芙積

(B)
(B)/(A)

(全国を1と した場合の数値 )

人口 10万対
HIV/AIDS

新規患者割合

1 海 道 5,627,731 17.824,44( 0 38 0 604 324:

2 青 森 県 1,436.657 5,952.311 0 50 0 487 429,

手 県 1,385,041 3.195,83` 0 28 0 289 75 0,

4 冨 城 県 2.360.218 8,950,31( 0 46 0 381 5569

秋 田 県 1.145.501 3.744,495 0 40 0175 100 0,

山 形 県 1 2.401,314 0 24 0329 500,

福 島 県 2.091,319 9.560.610 0 55 0 239 40 0,

ヨ
一

障1隕薔,鰤酬端籠 鰤 1報1,馴〃‖剥ヽ 事轄中1靱カ 〓
琳
●
一一一一０一一
11薔

"|
栃 木 県 2 016.631 11 692 764 0 70 0 893 4449

1 群 馬 県 2 024 135 5,174.669 0 692 35 7:

11脅整1■1導導,嘘熙 12413 0157 1餞ぢ101 1251α

一滋

漏鷹懲鮮‖講翻1甫酵爾 1聰椰翻‖蒲減露1難嚇颯藩́ 斗 :疑甲

,I: 1畔陽 撫:ミ
=1絡
靱聯 壽躍聯1‖I11纂1群1鸞 96, ::ギ1蓄

=≡

il靭‖輔1営‖饉 |■ :「1箕酷な 二12∝ 41

凛ヽ
）
換 装将

"憮

鮪 計像撚11溝癬黙轍輌| |122が ,7.8野 暴:i=■11rl ‖浦111131‐ 110921 薇
＝
一
■ 薫翻 ,

|( 新 潟 県 2.431,459 9,073,75` 0 45 0 247 667,

1( 山 県 1 ,729 4,844,964 0 53 0 360 75 09

1 石 県 1,174,02( 6.787.017 0 70 0511 50 0,

幅 井 県 821,592 2.075,173 0 000

一勢 聾‖籍1蝶驚獅 l躙戦 1鮮魃 |(驚榊 I弊[11■響|』輯| :‐11蓄争‖1盤彗1'珈

=2
曇1爆孵 爆響媒 騨薪警静群落懸燃lt,鰤鶴;難・森:1,11 :‐11:“107: 111●:=■,■二|し徒も晨 lF,11を■■111"

`=1暮

||■y聾1
岐 阜 県 2 107 22( 4,615.131 0 27 0 759 62倒

静 岡 県 3.792.371 18.648.321 0 60 0 686 30 8)

11套霊軸 蕃朧 無蒸 鷹:罐燿,響慰酬傷轡摯1駆軽螢1重三186 轟|ヨ鶴‖曜奎,1,,
重 岬 1 866 96( 6 528 434 0 42 0321 66 79

滋 賀 県 1 380.361 10 312 87( 0 90 0 652 7789

一宗 都 府 2.647.66( 38 989 52( 0 869 4359

釜霧密 燎総難繁麟 恵斃朝薦達漱難鎌紳濃 講奮蜂準i彗
=|■

:I韓 | 1術11詰歴なコ
:21 就嶽鏃酵l‖魁輩勢|‖蝉鱗1勒1勘 一一一一̈

一一一̈”

サ
帝 蹂可摯彗詳,111聯噺斡

ふ
Ｋ 良 県 1.421.31C 4.097.27` 0 35 0 985 571,

旧 歌 山 県 1.035,96C 6.299.001 0 74 0 579 33 3,

需 取 県 607.012 8.109.95( 0659 2509

3 島 根 県 742.223 4.310,701 0 70 0 000

司 山 県 1.957.264 12.248.67 0 76 0613 333,

ム 島 県 2.876.642 15.43317( 0 65 1112 25 0,

」J 口 県 1 492.606 5,744,58( 0 47 0 469 1431

臨 島 県 809,950 4,239,12 0 63 0 494

香 県 101240C 1,910.38〔 0 23 0 198 50 01

愛 媛 県 1,467.815 6,354,94G 0 52 0 136 50 01

亡
「 知 県 796,292 1 0 29 0377 33"

福 岡 県 5,049,90〔 43,851,846 1 129 3331

陵 賀 県 866,36( 2.550.587 0 36 0 577 6001

長 崎 県 1.478.632 6.918.745 0 57 0 609 2221

熊 本 婦 1.842.23( 9,369.024 0 62 0 923 4121

“

大 分 県 1.209.571 4.532.177 0 45 0413 40 01

宮 崎 県 1.153.04: 5,225,486 0 55 0 260 6671

鹿 児 島 県 1753.17( 8,584,379 0 59 0 570 30 01

璽1翼薗 躙 叢 饗
一
赳 躙⑮ 黎藤聾ミ卿轟 輻 舗 蝠

合計 127,767,994 1,055,095,227 1 136 2971

※ 滋聾は重点都道府県



(参考 )

エイズ対策促進事業の概要

1 実施主体
(1)エイズ対策促進事業
都道府県、政令市及び特別区

(平成 20年度 :130自 治体、平成 21年度 :136自 治体)
(2)地方ブロックエイズ対策促進事業
北海道、新潟県、石川県、広島県

2 補助対象事業の選定要件
・ 都道府県、政令市及び特別区が、地域におけるエイズのまん延を踏まえたエイズ対

策の推進に積極的に取り組んでいること
。 当該地域におけるエイズ対策の効果的推進が期待されること。
。 当該地方ブロックにおけるエイズ対策の効果的推進が期待されること。

3 予算額 (厚生労働省 )
(1)平成 20年度
① エイズ対策促進事業 :3億 7千万円
② 地方ブロックエイズ対策促進事業 :2億円
(2)平成 21年度
① エイズ対策促進事業 :3億 2千万円
② 地方ブロックエイズ対策促進事業 :2億円

4 補助率
(1)エイズ対策促進事業 :1/2
(2)地方ブロックエイズ対策促進事業 :10/10
ただし、いずれも予算の範囲内。

5 事業の内容
(1)エイズ対策促進事業
① エイズ対策推進協議会等の設置 。運営事業
各種のエイズ対策の推進を図るため、地域の実情を踏まえたエイズ対策につい

ての計画・立案を行うエイズ対策推進協議会等の設置・運営を図る事業。

② エイズ対策推進のためのマンパワーの養成事業
エイズ対策を推進するための必要なマンパワーの養成を図るため、検査、相談、

医療の従事者等に対する各種の研修を実施する事業。

③ 啓発普及活動事業
多くの住民に対 してエイズに関する知識の浸透を図るために実施する事業。

なお、地域住民に対するエイズに関する正 しい知識の啓発普及は、エイズ対策

の基本 となるものであるが、その実施に当たつては医学 。医療の分野のみならず、

患者等が置かれている心理的 。社会的状況等を配慮して実施する事業。
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(参考)   
・

④ エイズ治療拠点病院治療促進事業
患者・感染者の医療を確保するため、エイズ治療拠点病院において、院内感染

防止及び検査、相談、治療等の体制の整備を図るために実施する事業。

⑤ エイズ治療拠点病院医療従事者実地研修事業
エイズ治療拠′点病院の医師、看護婦等をエイズ診療の経験が抱負な医療機関ヘ

派遣 し、実地研修を行 うことにより診療技術の向上を図るために実施する事業。

⑥ エイズ治療拠点病院カウンセラー設置事業
患者・感染者及びその家族等に対し、心理的ケアを行 う体制推進のため、

ア.都道府県等におけるカウンセラーの雇い上げによる医療機関への派遣、
イ.エイズ治療拠点病院でのカウンセラーの雇い上げに対する経費負担、
ウ.都道府県等とNGOな どの連携によるカウンセ リング活動への支援等によ
り、エイズ治療拠点病院をはじめとする医療機関にカウンセラーを設置する

事業。

⑦ 地域組織等活動促進事業
効率的なエイズ対策事業を推進するためには、地域に根差した各種団体等の積

極的な協力が不可欠であることから、これらの団体等に対 して、エイズに関する

知識等を習得させ、啓発普及等を図るために実施する事業。

③ 調査研究事業
エイズ対策の計画・立案及び実施に当たって、その基礎 となる資料の収集に必

要な各種調査を実施する事業。

(2)地方ブロックエイズ対策促進事業
① ブロック内エイズ治療拠点病院連絡協議会等の設置、運営事業
各ブロックの実情に応じたエイズ対策等の計画・立案を行 うエイズ治療拠点病

院連絡協議会等の設置、運営を図る事業。

② ブロック内エイズ治療拠点病院に対する研修会・講習会の実施事業
ブロック全体におけるエイズ診療技術のレベルアップを図るため、治療・カウ

ンセ リング等について、ブロック内エイズ治療拠点病院の医療従事者等に対 し研

修会、講習会を実施する事業。

③ 調査研究事業
各ブロックにおけるエイズ対策の計画立案及びその実施に当たり、その基礎と

なる資料の収集に必要な各種調査研究を実施する事業。

④ ブロック内エイズ治療拠点病院等に対する相談事業
患者・感染者等からのエイズに関する相談やブロック内のエイズ治療拠点病院

等の医師等からの治療や療養生活指導等についての相談に対応するとともに、情

報等を提供する事業。

⑤ エイズ治療地方ブロック拠点病院医療従事者実地研修事業
エイズ治療地方ブロック拠点病院の医師、看護婦等をエイズ診療の経験が豊富

な医療機関等へ派遣 し、実地研修を行 うことによリブロック内のエイズ治療拠点

病院等のレベルアップを図るために実施する事業。
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エイズ患者 甲HIV感染者報告数、検査相談検査件数推移
HIV 口Iイ ズ患
S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合 計

39 21 31 38 51 86 136 169 234
ｎ
υ
虞
υ
２ 231 301 329 332 308 336 385 367 406 418 431 431 5,33C

78 80 66 20C 442 277 298 277 376 397 422 530 462 621 614 640 780 832 952 1,082 1,126 1,021 11,573

117 101 97 238 493 363 434 446 610 647 653 831 791 953 922 976 1,165 1,199 1,358 1,500 1,557 l,452 16,903

<上段 :エイズ患者 :HIV感 染者報告数 下段 :エイズ患者・HIV感染者の合計>

数保健所等におけるHIV 査

S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合 計

47,47C 7,864 10,64C 10,98( 135,674 116,712 81,495 57,97E 72J86 46,231 53,218 48,21〔 48,754 69,925 61.652 75,539 89,004 100,287 116.55C 153,81C 177,156 150,252 1,731,616

所における相談
S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合 計

i32,004 14,603 17,45〔 18,002 251192C 245,299 1751837 124173〔 172,641 96,735 111,046 103,20〔 107,266 141,269 108,911 130,15β 146.585 161,474 173,651
214,341 230,091 193,271 3,070,510

“
∞
保健所等におけるHIV抗体検査件数、HIV感染者報告数 新規感染者・患者報告数に占めるエイズ患者数の割合(過去10カ年の推移)

― エイズ  臼 HI∨   ‐ 新規報告数に占めるエイズ患者
割
合
（
％
）
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保健所等におけるH
(平成 14年第

V抗体検査、相談件数の四半期別推移
四半期～平成 21年第 4四半期)
I

1

(件 )

(件 )

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

第11第 21第 31第41第 11第21第31第 41第 1第 21第31第 41第 11第 21第31第41第 11第21第 3 第:1第 21第 31第 41第 11第 21第 31第 41第 11第 21第 31第4

平成 19年  1  平成 20年   1  平成21年

爵,948       37,03′ヽ34.4T

2!,713

世界エイズデー

13,,lgレ′er T17.90017.851

談
ロ
ロ
■
Ｔ

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
第11第 21第 31第41第 11第21第31第 41第 11第21第31第 41第 11第 21第31第41第 11第 21第 31第41第 :1第21第 31第41第 11第 21第 31第 41第11第 21第31第 4

平成 17年平成14年  l  平成15年

平成 19年度

HⅣ検査普及週間

49,518   -～
I・

~＼
43,3

43.590       1  平成20年度  E /4

3■322V4Ql=語 39響 3

′9,40530,743
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【検査】

保健所等におけるHIV抗 体検査、相談件数の月別推移
(平成 18年 1月 ～平成 21年 12月 )

(11卜 )

22,000

20,000

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000
４

月

５

月

６

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

― 全国  ― 重点 HIV検査普及週間
(6/1～ 6/7)

HIV検査普及週間
(6/1～ 6/7)

HIV検査普及週間
(6/1～ 6/7)

′`【相談】 (件 )

30,000

25,000
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5,000
１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

HIV検査普及週間
(6/1～ 6/7)

HIV検査普及週間
(6/1～ 6/7)

― 全国 ― 重点

世界エイズデー

(¬ 2/1)HIV検査普及週間

(6/1～ 6/7)

HIV検査普及週間

(6/1～ 6/7)

※重点 "・重点都道府県等〔特に感染者・患者の多い都道府県の合計 (下記参照)〕
平成18年 1月 ～平成21年 6月・・・茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、愛知県、大阪府、沖縄県
平成21年 7月 ～・・“""・・"・ ,埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、兵庫県、沖縄県
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保健所等におけるHⅣ抗体検査件数 四半期別・年別比較



HIV抗体検査件数と新規報告数に占めるエイズ患者数の割合の関係
HⅣ感染者・エイズ患
S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合 計

39 21 31 38 51 86 136 169 う
０
●
乙 250 231 301 329 332 308 336 385

７公
υ
う
０ 406 418 431 431 5,330

78 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 462 621 614 640 780 832 952 1,082 1,126 1,021 11,573
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参考資料 6

厚生労働科学研究費補助金 (エイズ対策研究事業)エイズ予防のための戦略研究

(課題名)首都圏および阪神圏の男性同性愛者を対象とした HIV抗体検査の普及強化プロ

グラムの有効性に関する地域介入研究

市川誠一 (名古屋市立大学看護学部・教授)、 木村哲 (財団法人エイズ予防財団理事長/東

京逓信病院・院長)、 岡慎一 (国立国際医療センター・エイズ治療 。研究開発センター・セ

ンター長)

男性同性間の性的接触による HIV感染者およびエイズ患者の報告数が著しく増加してい

ることから、首都圏および阪神圏に居住するMSM(男性と性的接触を有する男性)を対象に、

HIV抗体検査促進のための啓発普及プログラムを実施し、HIV抗体検査件数を 2倍に増加さ

せ、AIDS発症者を 25%減少させることを目的とした。

2006年から 5年間、研究計画書に沿つて啓発、検査、相談、評価調査の体制を整備し、1)

MSMの HIV抗体検査受検行動を促進する啓発資材・プログラムの開発と普及、2)MSMの HIV

抗体検査体制の確保と受検機会の拡大、3)HIV検査で陽性が判明した人への相談や受診支

援の確立、4)評価調査体制の整備と調査の実施を行つた。

a.首都圏地域の MSMを対象にした研究

2007年度から予防・検査 。相談・治療の情報を包括的にまとめたインターネットサイ ト・

HIVマ ップを開発し、2008年度までに啓発資材等を普及させる MSMコ ミュニティでのネッ

トワークを構築した。MSMの HIV検査受検促進の受入に応じた保健所等検査機関を「あんし

ん HIV検査サーチ」として Web、 紙媒体にて広報した。2009年度からは AIDS発症を予防す

るための「できる !」 キャンペーンとして、HIVマ ップや MSM向 け検査機関などを多様なネ

ットワークを活用して広報した。戦略研究によつて新宿以外の上野、浅草、新橋、横浜等

への啓発介入が実施できた。

b.阪神圏地域の MSMを対象にした研究
2007年度に STD等クリニック 3医療機関での MSM対象の HIV抗体検査キャンペーン体制を

構築し、2009年度からは 7医療機関で 5月 ～12月 末まで検査キャンペーンを実施した。Web

を介 した啓発広報、商業施設を介した啓発広報、公共空間 (公園)における受検行動促進

啓発イベント『PLuS+』 の啓発広報により、阪神圏 MSMに向けて STD等クリニックや他の

HIV検査機関での受検促進を図つた。HIV陽性者の支援相談体制として陽性者サポー トプロ

ジェクト関西 (POSP)による電話相談および HIV陽性者支援のグループプログラム「ひよ

つこクラブ」を新規に開設した。

c.MSM受検者を把握する調査

HIV検査件数とその推移を把握する受検者数動向調査、受検者中の MSMの割合と推移、MSM

と非 MSMの啓発資材認知の差異などを把握する受検者アンケー ト調査を首都圏、阪神圏の

一部の保健所およびクリニックで実施した。



エイズ予防のための戦略研究 課題 1

首都圏および阪神圏の男性同性愛者を対象とした
HIV抗体検査の普及強化プログラムの有効性に関する地域介入

目標 :受検者数倍増とエイズ発症報告25%減少

受検行動を促進 叫 検査件数の増加

方法 :HⅣ陽性率が高いMSMに対して…・

・受けやすい検査体制の整備を図り、充分な検査機会を提供する

MSMが受けやすい保健所や公的検査機関、SttDクリニックの確保

・受検行動や受療行動を支援する相談体制を整備する

告知後の 陽性者の不安・心配・悩みへの相談環境整備

・ゲイNGOが訴求性の高い広報キャンペーンを行う

受検意思を促進するための啓発
安心して受検できる検査機関の広報
検査前、検査後の不安や悩みについての相談機関の広報

■
略

首都圏の研究構成

OMSM対象 ゲイNGOによる広報キヤンペーン
´ (キャンペーン企画=資材

・グッズ制作,普及・広報)

2∞9年からAIDS発症予防 rせる !キャンペーン」
2010年 :第 1期 (6-7月 )、 第2期 (3●月)

第3期 (10-11月 ).第d口 (12-1月 )
.ゲイタウン広報:ミーティング/パー向け季刊誌発行

TOMARI― G:,TOMARI― GI caf6 EVENT

・様々なゲイ関連グループとのコラボレーシヨン

サークル,クラブイベント,ハ
"ン
場、東京パレード等

・メディアとのコラボレーション:メディア(雑誌,web),東京 FM

○相談支援

・Webや紙媒体での
基本情報発信

H:Vマップ、

お役立ちナビ情報

0副次項目調査
・活動プロセス記録

・MEN‐ Do

キャンペーン

啓発資材の認知,

H:V検査受検動向:

予防行動の調査

・質的調査

O主要評価調査

保健所等 :

80施設

クリニック:

9施設
(含むMSM定点保
健所等)

"II=主

ゴ話轟iti■ ンr■■筆、,■●
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靡 0

○検査環境改善 :検査機関確保・周知

・MSM向けHiV検査情報提供
あんじんHiV検査サーチ(Web、 紙)

・検査従事者の研修

HiVマツプ
すぐに役に立つHiVの情報サイト携帯版。

OFpdcs:
(最新情報・イヾ ント)
oAhハ tl十

{HIVマップとは,

◇HiVお紺守六十″
・
12月 15餞更新

〈HⅣサボートの情報}

ぐ′あんしんHiV検査時

(夕

・
イ・ハ
・
イ向け/首都圏検査情報)

2010年度できる1新キャンヘ
・―ンはコチラ!

一



阪神圏の研究構成

O相談支援

陽性者支援のための電話
相談体制

「POSP電話相談」
。webや紙媒体での広報

・検査従事者の研修

目的 診療所におけるMSMの HIV/STl検査彙検機会の拡大
(MSMの H:V/SttI検査受検率の増加)
・MSMが安心して受検/受診しやすい診療所の発掘と開発
・診療所とMSMの距離感を縮める

方法①京阪神圏におけるMSMの HIV対策に前向きな診療所の開拓

②協力診療所で、MSM向 けエイズ検査割引キヤンペーンを実施

③ HIV検査に加え、その他の性感染症検査も実施

④広報はMSMに特化

対彙者 HⅣ感染の可能性の高い状況にあるが、わざわざHⅣ検査に行かない人
目的 ①受検へのハードルを下げた大規模なHⅣ迅速検査の提供と効果評価
②潜在的HⅣ陽性者の早期受検と適切な受診の促進

方法 ①大形イベント(PLuS+)の機会を利用。
②検査会そのものは広報しない(来たらたまたまやっていた)
③有料(Y300)匿名のHIV迅速検査(要確認の場合は翌日結果受取)
④リスクアセスメントの導入 ⑤ HⅣ陽性結果への支援体制を充実

OMSM対象 ゲイNGOによる広報キャンペーン
「STDクリニック検査キャンペーン」2008年-2010年
・商業施設利用者への映像啓発資材による広報普及

・インターネット利用者へのポータルサイトとMSM向 けのHⅣ
を含むS■とセーファーセックスに関する情報サイト

・商業施設非利用者に対する介入プログラム

公共空間における受検行動促進啓発イベント

『PLuS+2009』『PLuS+inal』

○副次評価調査

・活動プロセス記録

・P!us+ RDS調 査

啓発資材の認知:

HiV検査受検動向:

予防行動の調査

・質的調査

○検査環境改善 :検査機関確保・周知

。MSM向けH:V検査情報提供
STDクリニック検査キャンペーン

MSM定点
SttDクリニック
7施設

大型イベントでの介入

2007～2010年度アウトプット

●バンフレツト【約20μD椰】

●10月 27日に扇町公園をメイン会場に開催

推定来場者数【約5硼人】
約7割 (推計約3.600人 )がゲイ・パイセクシュアル

●バンフレット(クリニック検査広報掲載)【的20脚爛B】

●10月 12日に扇町公園をメイン会場に開催

推定来場者数【釣5,91人】

約6割 (推計約3.532人 )がゲイ・パイセクシュアル

:勲鷲i鷲1檻咆饉: 
濶 蝙

●HⅣ迅速検査回MAQ【受検者数100人、全員僣桑受取も】

螂
`礼


